
神
聖
ロ

i
マ
帝
国
大
使
の
見
た
ヘ

ン
リ

l
八
世
の
離
婚
問
題

円山口∞
g
n
F巾
h
F
8ロ
ヨ
の
書
簡
を
用
い
て

高

梨

久

子

美

は
じ
め
に

一
五
三

0
年
代
初
期
、

ロ
ー
マ
教
皇
庁
で
ヘ
ン
リ

l
八
世
田

g司
岩
国
の
離
婚
訴
訟
の
審
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
問
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

国
内
で
は
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
政
策
が
王
や
顧
問
官
た
ち
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
研
究
は

(
l
)
 

数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
訴
訟
の
相
手
側
の
大
使
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
本
国
に
伝
え
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
関
す
る
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
見
当
ら
な
い
。
従
来
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
研
究
は
、

ヘ
ン
リ
l
の
離
婚
に
関
係
す
る
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
国
内
の
事
実
経
過
を
可
能
な
限
り
正
確
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
き
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
外
の
史
料
は
、
囲
内
の
事
実

経
過
の
確
認
手
段
と
し
て
、
副
次
的
に
用
い
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ヘ
ン
リ
l
の
離
婚
問
題
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
一
国

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
関
係
す
る
国
々
が
、
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
枠
組
み
で
考
え
る
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
作
業
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
試
み
に
さ
さ

や
か
で
は
あ
る
が
寄
与
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、

ヘ
ン
リ

l
の
離
婚
問
題
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
ロ

l
マ

神聖ローマ帝国大使の見たヘンリ一八世の離婚問題37 



教
皇
庁
か
ら
の
離
反
の
契
機
と
し
て
考
え
る
と
き
、
こ
の
離
婚
訴
訟
に
及
ぼ
し
た
相
手
側
の
作
用
を
見
る
こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革

を
考
え
る
上
で
ま
た
別
の
新
し
い
視
点
を
一
不
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ヘ
ン
リ

I
の
離
婚
前
年
の
一
五
三
二
年
当
時
、

ロ
ー
マ
で
の
離
婚
訴
訟
に
於
い
て
ヘ
ン
リ

i
側
は
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
訴

訟
は
一
五
三

O
年
一

O
月
か
ら
は
教
皇
庁
控
訴
院
問
。
S
で
審
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
控
訴
院
は
あ
く
ま
で
も
こ
の
訴
訟
は
ロ

I

マ
で
審
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
れ
以
外
の
地
で
の
審
理
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ヘ
ン
リ

l
の
弁
護
人
は
、
玉

か
ら
の
正
式
な
委
任
状
な
し
に
は
王
が
ロ

l
マ
に
出
頭
し
な
い
理
由
を
述
べ
に
入
廷
す
る
こ
と
す
ら
許
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

の
離
婚
訴
訟
の
相
手
側
で
あ
る
キ
ャ
サ
リ
ン
・
オ
ブ
・
ア
ラ
ゴ
ン
わ
巳
『
角
川
ユ
宮
丘
町
何
回
向
。
ロ
を
擁
護
す
る
在
ロ

l
マ
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
大
使
た

ち
は
、
こ
の
訴
訟
に
迅
速
に
判
決
を
下
す
こ
と
を
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世

nrBgω
百
に
常
に
強
い
て
い
た
。
教
皇
は
皇
帝
側
に
強
く
脅
さ

ヘ
ン
リ
l

れ
て
い
た
。
皇
帝
側
は
ヘ
ン
リ
l
が
委
任
状
を
出
さ
な
い
以
上
、
教
皇
が
最
終
判
決
を
下
す
以
外
に
こ
の
離
婚
問
題
の
解
決
は
な
い
と
主
張
し

て
い
た
口
し
か
し
メ
デ
ィ
チ
家
出
身
の
教
皇
は
、

フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
を
も
重
視
し
た
い
と
望
み
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
王
と
良
好
な
関
係
に
あ
っ

た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
離
婚
訴
訟
に
判
決
を
出
す
こ
と
を
臨
時
し
、
こ
の
訴
訟
は
ロ

l
マ
で
勝
着
状
態
に
陥
っ
て
い
た
口

ロ
ー
マ
で
の
離
婚
訴
訟
が
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
時
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
在
住
の
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
大
使
が
キ
ャ
サ
リ
ン
の
甥
で
あ
る
皇

帝
カ
l
ル
五
世
間
何
回
ユ
〈
に
伝
え
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
情
報
は
、
皇
帝
や
皇
帝
の
顧
問
官
た
ち
が
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
策
を
決
定
す
る
際
に
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
ロ

l
マ
で
の
離
婚
訴
訟
の
行
方
に
も
作
用
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
六
世
紀
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
た
ち
が
、
常
駐
外
交
制
度
を
採
用
し
始
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
一
五
二
九
年
か
ら
一
五
四
五
年
ま
で
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
大
使
と
し
て
ヘ
ン
リ

l
八
世
の
宮
廷
に
遣
わ
さ
れ
た
ウ

ス
タ
ツ
シ
ュ
・
シ
ャ
ピ
ュ
イ
開

5
S岳
。

h
F
8ロ
ヨ
が
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡
を
用
い
て
、
帝
国
大
使
が
見
た
ヘ
ン
リ
l
の
離
婚
問
題
を
考
察
す

る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
視
点
で
な
く
外
国
人
の
日
か
ら
見
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
策
を
検

討
し
、
シ
ャ
ピ
ユ
イ
が
果
た
し
た
帝
国
大
使
と
し
て
の
役
割
を
探
り
た
い
。
そ
こ
で
一
五
三
三
年
前
半
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
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制
史
研
究
上
重
視
さ
れ
て
い
る
上
訴
禁
止
法
〉
立
古
河
2
可
包
巳
丘
〉
忘

g
z制
定
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
面
で
注
目
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
情
報

と
し
て
本
国
に
伝
え
た
の
か
を
特
に
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
い
。
ま
た
そ
の
情
報
を
受
け
た
後
の
帝
国
の
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
策
は
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
見
て
み
た
い
。
時
期
は
上
訴
禁
止
法
制
定
前
後
六
ヶ
月
間
に
限
定
し
(
一
五
三
三
年
一
月
か
ら
一
五
三
三
年
六
月
ま
で
)
、

こ
の
間
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡
(
全
一
七
通
)
並
び
に
、
皇
帝
が
帝
国
大
使
た
ち
に
与
え
た
指
令
の
書
簡
(
全
四
通
)

か
ら
探
る

こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
は
暗
号
文
を
多
く
含
む
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
用
い
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
内
ミ
ミ
吾
、
ミ

h
丘町ぬ話、
b
g
h
v
Q
H
q
p
g
a
言
問
め
宮
町
内
司
令
、
句
、
師
、
さ
E
S
N
h
H。
H
P
内
宅
ぬ
ミ
宮
足
。
ぎ
守
内
HNe
ミ
ミ
同
ミ
h-NRN
雪山

Q
S札

h
h
v
b
宮、

hv
さ
柄
。
ミ
ミ

S

S
ぬ
お
司
、
忌
ぎ
な
お
『

に
英
語
翻
訳
さ
れ
、
収
録
さ
れ
て
い
る
活
字
史
料
を
主
に
用
い
た
。
ま
た

め
凡
さ
同
室
内
む
ご
さ
h

刊
号
令
さ
を
さ
(
以
下
山
吉
ミ
な
暑
な
司
令
お
と
略
す
)

(リミ

sh皆
、
。
¥
守
止
符
請
。
ミ
弘
、
お
も
ミ
タ
司
。
ミ
合
唱
悼
む
s
h
b
。さ
g
号
、
失
忌
お
河
内
お
足
。
¥
同
ミ
ミ
-
自
(
以
下
h
丘町内

ahS弘
司
令
官
3
と
略
す
)

に
同
じ
く
英

語
翻
訳
さ
れ
て
は
い
る
が
、
抄
録
の
形
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
帝
国
側
の
史
料
を
補
助
と
し
て
用
い
た
。
な
お
本
文
中
(

)
が
多
く
付
加
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

一
六
世
紀
の
外
交
官
に
つ
い
て

第

節

一
六
世
紀
の
外
交
官
に
関
す
る
研
究

マ
ッ
テ
ィ
ン
リ

l
p
・冨
ω邑ロ
m
q
は
同

g
b
g
g
R
U凡
も
さ
さ
ミ
の
中
で
一
五
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
中
で
駐
在
外
交
『

2
E
g片品目立。，

g
qが
生
じ
、
発
達
し
、
そ
れ
が
徐
々
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
政
府
に
よ
っ
て
広
い
範
囲
で
受
容
さ
れ
た
過
程
を
辿
つ
説
。

マ
ッ
テ
ィ
ン
リ

ー
の
主
た
る
テ
l
マ
は
一
五
世
紀
か
ら
の
二
世
紀
に
亘
る
駐
在
外
交
の
発
達
で
あ
る
。

ル
ネ
サ
ン
ス
外
交
の
研
究
に
於
い
て
彼
は
多
大
な
貢
献
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を
し
た
が
、
個
々
の
外
交
職
の
発
達
に
関
す
る
詳
し
い
分
析
は
し
て
い
な
い
。

自
己
∞
宮
巳
ω『
門
日
目
立
。

Em固
有
吉
開
口
同

-S巳
(
広
∞
∞
山
一
凶
ω岱
)

マ
ッ
テ
ィ
ン
リ
ー
は
ま
た
博
士
論
文
開

5
g
n
r
n
r名
ロ
ヨ

の
中
で
帝
国
大
使
、
ン
ャ
ピ
ュ
イ
の
経
歴
を
考
察
し
、

M
e
b
s
ま
じ
S
3ゃ
な

q
s
g札

同
】
ミ
ミ
討
を
用
い
て
シ
ャ
ピ
ユ
イ
の
大
使
と
し
て
の
活
動
と
五

0
年
間
に
亘
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
外
交
に
つ
い
て
の
研
究
を

(
3
)
 

し
た
。
こ
れ
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
研
究
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
そ
の
基
礎
と
な
る
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
書
に
於
い
て
マ
ッ
テ
ィ
ン

リ
ー
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
を
ヘ
ン
リ
l
八
世
の
離
婚
問
題
に
よ
り
生
じ
た
出
来
事
を
把
握
す
る
た
め
に
用
い
て
お
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政

策
に
対
す
る
シ
ャ
ピ
ユ
イ
の
視
点
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
ま
た
マ
ッ
テ
ィ
ン
リ
l
は
キ
ャ
サ
リ
ン
・
オ
ブ
・
ア
ラ
ゴ
ン
の
離
婚
史
を

こ
の
二
つ
の
史
料
に
収
録
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ピ
ユ
イ
の
書
簡
そ
し
て
ヴ
エ
ネ
チ
ア
大
使
か
ら
総
督
に
宛
て
た
書
簡
を
用
い
て
著
し
て
い
事

こ
れ
も
先
の
書
と
同
様
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
キ
ャ
サ
リ
ン
の
離
婚
の
事
実
経
過
を
知
る
た
め
に
用
い
て
い
る
。

駐
在
外
交
の
発
達
に
関
す
る
詳
し
い
分
析
を
行
っ
た
の
は
マ
ク
マ

l
ホ
ン
「
冨

R
宮
与
。
ロ
で
あ
る
o

E
E
E
3。
2
0
3国
の
な
か
で
、
テ
ュ

1
ダ

l
朝
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
外
交
職
に
関
す
る
研
究
を
し
厄
o

八
世
治
世
期
に
書
か
れ
た
外
交
公
文
書
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
本
と
と
も
に
守
寺

a
S弘
、
冬
内
誌
を
用
い
て
分
析
し
た
。
そ
し
て
当
時
の
大
使

た
ち
を
派
遣
さ
れ
た
地
域
別
、
年
代
順
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
ヘ
ン
リ

l
八
世
即
位
後
大
使
職
の
重
点
が
一
時
的
な
特
別
大
使
職
か
ら
徐
々
に

マ
ク
マ

l
ホ
ン
は
博
士
論
文

マ
ク
マ

l
ホ
ン
は
ヘ
ン
リ

1

駐
在
大
使
職
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
事
を
示
し
た
。
マ
ク
マ

l
ホ
ン
の
考
察
は
一
六
世
紀
の
大
使
職
に
関
す
る
研
究
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
た
が
、

彼
の
研
究
対
象
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
使
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
大
使
を
扱
っ
て
は
い
な
い
。

帝
国
大
使
た
ち
の
書
簡
を
用
い
た
考
察
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
既
に
一
九
世
紀
に
フ
ル

l
ド
』
・
k
r
-
p
c
c品
。
の
む
芯
巴
ぎ
ミ
ミ
ミ

εSミ
言
。
ミ

h
s
h
g
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

フ
ル

l
ド
は
主
と
し
て
如
、
。
誌
な
p

h
立
な
お
を
用
い
、

h
立町内

ahNミ
弘
司
令
も
お
誌
で
補
い
つ
つ
、

キ
ャ
サ
リ
ン
の
離
婚
史
を
著
し
た
。

ブ
ル

l
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
新
し
く
公
刊
さ
れ
た
帝
国
大
使
た
ち
の
急
送
公
文
書
を
用
い
た
。

7 
1レ

ー
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
史
料
で
は
な
く
帝
国
側
の
史
料
を
用
い
て
ヘ
ン
リ

l
八
世
の
離
婚
の
経
過
を
明
ら
か
に
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教

改
革
の
真
の
歴
史
を
発
見
し
た
い
と
考
え
た
。
こ
れ
は
一
九
世
紀
当
時
、
宗
教
的
党
派
心
で
し
か
語
ら
れ
な
か
っ
た
ヘ
ン
リ

l
の
離
婚
問
題
を
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
外
か
ら
の
観
点
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
貴
重
な
試
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
フ
ル

1
ド
の
試
み
は
帝
国
側
の
史
料
を
用
い
て
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
内
の
こ
の
離
婚
問
題
の
経
過
を
辿
る
こ
と
で
あ
り
、

一
人
の
帝
国
大
使
が
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
出
来
事
を
観
察

し
、
情
報
と
し
て
そ
れ
を
皇
帝
に
伝
達
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
一
九
世
紀
人
で
あ
っ
た
フ
ル

l

ド
の
描
く
離
婚
史
は
、
彼
自
身
語
る
よ
う
に
ブ
リ
テ
ン
帝
国
の
礎
を
築
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
を
賛
美
す
る
と
い
っ
た
歴
史
観
の
も
と

で
編
み
出
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
帝
国
大
使
た
ち
の
諸
書
簡
の
中
で
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
に
注
目
し
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
ヘ
ン

リ
l
の
離
婚
問
題
に
対
す
る
視
点
を
考
察
し
た
い
。

第
二
節

一
六
世
紀
の
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
大
使
に
つ
い
て

(
7
)
 

マ
ッ
テ
ィ
ン
リ
ー
に
よ
れ
ば
、

一
五
世
紀
前
半
に
イ
タ
リ
ア
で
発
達
し
た
常
駐
外
交
制
度
を
初
め
て
採
用
し
た
君
主
は
、

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

オ
ブ
・
ア
ラ
ゴ
ン

F
B
S号
え
〉

E
向
。
ロ
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
五
世
は
ス
ペ
イ
ン
王

(
カ
ル
ロ
ス
一
世
)

に
な
っ
た
時
三
五
一
六
年
)
、

エ
ル
ナ
ン
ド
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
外
交
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
継
承
し
た
。
皇
帝
の
外
交
政
策
は
基
本
的
に
静
的
で
防
衛
的
か
っ
保

一
五
一
八
年
か
ら
一
五
一
二

O
年
の
聞
大
法
官
で
あ
っ
た
ピ
エ
モ
ン
テ
人
メ
ル
ク
リ
l
ノ
・
ダ
・
ガ
テ
イ

ナ
l
ラ
宮

2
2ユ
ロ
。
品
川
同
の

ω
E
5
5
の
も
と
皇
帝
の
外
交
体
制
が
整
え
ら
れ
、
そ
の
体
制
は
皇
帝
の
治
世
中
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

守
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

皇
帝
は
重
要
な
外
交
上
の
決
断
を
必
ず
自
ら
下
し
た
が
、
日
常
的
な
業
務
は
す
べ
て
ガ
テ
ィ
ナ
l
ラ
の
手
を
通
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
ガ
テ
イ

ナ
l
ラ
の
死
後
外
交
担
当
を
継
承
し
た
の
は
、
ガ
テ
ィ
ナ
l
ラ
の
側
近
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
出
身
の
ニ
コ
ラ
・
ベ
ル
ノ

l
・
ド
・

グ
ラ
ン
ヴ
エ
ル

Z
E
L
g司
2
2ロ
旦
【
同
ゅ
の

E
言
。
ロ
め
で
あ
っ
た
。
皇
帝
は
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
人
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ロ
ス
・
コ
ボ
ス
司
自
己
円
。

【目。-。
ω
打。ず

2
に
、
グ
ラ
ン
、
ヴ
エ
ル
を
補
佐
さ
せ
た
。

一
五
三

O
年
以
降
皇
帝
は
事
実
上
二
人
の
外
務
大
臣
を
持
ち
、
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ル
を
帝
国
及

び
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
問
題
担
当
官
に
、
そ
し
て
コ
ボ
ス
を
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
問
題
担
当
官
に
任
命
し
た
。

フ
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皇
帝
に
と
っ
て
最
も
大
切
か
つ
困
難
を
伴
っ
た
外
交
職
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
使
職
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
や
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ユ

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
古
く
か
ら
心
情
的
に
ま
た
蕗
業
上
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
の
上
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
雨
地
域
聞
の
海
上
交
通
の
要
所
で
あ
り
、

ま
た
フ
ラ
ン
ス
戦
略
の
上
か
ら
言
っ
て
も
決
定
的
に
重
要
な
地
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
同
盟
は
皇
帝
が
手
に
し
え
る
最
強
の
カ
ー
ド

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

カ
ー
ル
五
世
の
最
初
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
使
は
ブ
ェ
ル
ナ
ン
ド
時
代
か
ら
の
エ
ル
ネ
巴
宮
司
教
ベ
ル
ナ
ル
デ
イ

l
ノ
・
デ
・
メ
サ

ン
ド
と
の
問
盟
を
確
保
す
る
の
に
大
い
に
尽
力
し
た
。
し
か
し
こ
の
同
盟
が
締
結
さ
れ

出
会
ロ
邸
内
仏
ぽ
ο
内
庁
認
め
認
で
あ
り
〆
、

メ
サ
は
イ
ン
グ

る
と
、
皇
帝
は
年
老
い
た
メ
サ
を
ル
イ
・
ド
・
ブ
レ

H
b
g
ぽ
す
甲
怠
仲
と
交
代
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ゴ

1
ニ
ユ
の
高
貴
な
若
い
軍
人
で
あ

っ
た
ド
・
プ
レ
は
北
フ
ラ
ン
ス
侵
略
の
連
絡
官
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
捺
は
ド
・
ブ
レ
は
辛
抱
強
き
に
欠

け
て
お
り
、
ま
た
ト
l
マ
ス
・
ウ
ル
ジ

l
ベ
日
5
5
2
君
。

-2可
と
の
交
渉
力
に
於
い
て
も
劣
っ
て
い
た
。
ド
・
プ
レ
は
ス
ペ
イ
ン
貴
族
ド
ン
・

イ
ニ
ゴ
・
デ
・
メ
ン
ド
サ
ロ
。
ロ
宮
山
向
。
号
宮

gき
包
と
交
代
さ
せ
ら
れ
た
が
、
交
弐
に
伴
、
っ
駐
在
大
捷
の
不
在
期
聞
に
は
大
使
職
は
ネ

i
デ

jレ

ン
ト
か
ら
の
特
別
使
節
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
た
。

ヘ
ン
リ
i

や
ウ
ル
ジ

1
は
ネ

i
デ
ル
ラ
ン
ト
の
商
業
上
の
利
欲
に
憤
っ
て
い
た
。
そ

の
上
既
に
ヘ
ン
リ
:
の
離
婚
問
題
が
生
じ
て
い
た
の
で
、
息
帝
は
キ
ャ
サ
リ
ン
の
同
国
人
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
入
の
成
、
つ
が
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
入
よ

り
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
使
と
し
て
適
し
て
い
る
と
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
メ
ン
ド
サ
は
大
使
館
に
定
住
し
な
い
ば
か
り
か
、
キ
ャ
サ

リ
ン
の
助
け
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
激
し
や
す
い
彼
は
皇
帝
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
長
略
を
促
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
人
も
ブ
ル
ゴ

ー
ニ
ユ
入
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
捷
と
し
て
適
格
で
は
な
い
と
判
断
し
、

ガ
テ
ィ
ナ
l
ラ
は
皇
帝
の
世
襲
地
外
の
出
身
者
で
あ
っ
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ

を
大
使
に
任
命
す
る
こ
と
を
皇
帝
に
進
一
ず
一
目
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
六
世
紀
の
帝
国
の
駐
在
大
慌
の
仕
事
は
他
の
問
の
大
使
の
仕
事
と
特
に
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
大
使
の
仕
事
の
第
一
は
任
問

の
情
報
の
収
集
で
あ
っ
た
。
大
使
は
靖
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
与
、
結
賂
を
用
い
、
ま
た
諜
報
機
関
を
利
用
し
て
情
報
の
収
集
に
努
め
た
。

第
二
の
仕
事
は
そ
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ
た
情
報
を
調
査
、
分
折
し
、
急
送
公
文
書
の
形
に
整
え
る
こ
と
で
あ
り
ノ
、
そ
れ
は
大
使
自
ら
が
行
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う
仕
事
で
あ
っ
た
。
第
三
は
そ
の
急
送
公
文
書
を
本
国
に
送
付
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
困
難
が
伴
っ
た
c

ま
ず
常
に

時
需
が
か
か
る
こ
と
、
経
費
が
か
か
る
こ
と
そ
し
て
書
龍
の
内
容
の
秘
密
が
保
持
さ
れ
に
く
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
駐
在
大
使
が
情
報
収
集
活
動

イ
ナ
:
ラ
は
そ
れ
に
対
す
る
対
銃
策
を
と
っ
た
口
ウ
ル
ジ

i
た
ち
は
地
閣
の
大
使
の
行
動
に
不
審
を

を
始
め
る
と
同
時
に
、

ウ
ル
ジ
ー
や
ガ

抱
き
、
そ
し
て
大
使
が
彼
ら
の
指
示
に
徒
わ
な
い
時
は
大
使
の
急
使
を
止
め
さ
せ
、
急
送
公
文
書
を
開
封
し
た
。
大
使
達
も
そ
の
よ
う
な
っ
ス

の
送
付
に
最
も
安
全
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
法
を
そ
の
状
況

に
応
じ
て
選
択
す
る
こ
と
、
ま
た
暗
号
を
用
い
て
通
信
文
を
作
成
す
る
こ
と
が
大
使
達
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
急
送
公
文
書
の
送

ク
に
対
す
る
防
御
策
を
と
る
こ
と
を
本
国
か
ら
指
一
刑
さ
れ
て
い
た
。

付
方
法
と
し
て
は
次
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
た
の
告
大
使
は
本
国
政
府
の
急
使
を
で
き
る
だ
け
用
い
る
こ
と
の
ま
た
帰
国
の
旅
に
づ
く
大
使
の

人
の
従
者
や
大
使
自
身
の
職
員
に
託
す
る
こ
と
で
あ
る
む
し
か
し
こ
れ
は
迅
速
性
と
安
全
性
の
確
保
は
で
き
て
も
送
付
の
事
実
が
局
知
の
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
為
る
し
、
ま
た
人
的
不
足
の
問
題
が
あ
っ
た
。
大
使
達
は
任
国
政
府
の
外
交
嚢

3
R町
を
用
い
る
こ
と
も
で
き

た
が
、
そ
れ
に
は
安
全
面
で
の
問
題
が
あ
っ
た
。
②
商
人
た
ち
に
よ
る
送
付
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
る
こ
と
c

こ
れ
は
任
国
の
外
交
嚢
よ
り
安
全
で

は
あ
る
が
、
迅
速
性
に
欠
け
て
い
た
。
③
大
使
の
本
国
に
帰
国
す
る
商
人
に
送
付
を
依
頼
す
る
よ
う
説
得
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
内
密
に
送
討
す

る
最
上
の
方
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
以
上
の
い
か
な
る
手
段
も
絶
対
に
安
全
と
い
え
る
よ
う
な
方
法
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
以
上
の
よ
う
な
任
務
吟
他
に
も
駐
在
大
捷
の
仕
事
は
一
六
世
紀
中
に
増
加
し
た
。
駐
在
大
使
の
重
要
な
社
事
と
し
て
国
家
間
の
交
接
を

行
う
任
務
が
加
わ
っ
た
が
、
そ
れ
は
か
つ
て
特
別
大
使
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
に
は
駐
夜
大
袋
は
特
別
大
使
以
上
に

外
交
政
策
の
立
案
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
上
駐
在
大
使
は
任
固
に
儀
礼
を
一
不
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
大
使
は
議
式
の
際
本
国
の
君
主

の
代
理
と
し
て
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
?
た
。
そ
し
て
ま
た
駐
在
大
使
の
心
得
と
し
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
、
他
国
の
使
節
と
の
交
際
の
際

に
大
使
の
君
主
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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第
三
節

帝
国
大
夜
、
ン
ャ
ピ
ュ
イ
の
経
歴
、
使
命
、
鵠
報
源
、
書
簡
に
つ
い
て

シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
人
物
像
に
関
す
る
研
究
は
、

マ
ッ
テ
ィ
ン
リ
ー
や
リ
ッ
ツ
し
ず
の

-E冒
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
マ
ッ
テ
イ
ン
リ
l

は
シ
ャ
ゼ
ユ
イ
を
一
六
世
紀
の
外
交
官
た
ち
の
中
で
重
要
な
人
物
と
し
て
評
価
し
た
。
二
人
の
研
究
を
も
と
に
す
る
と
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
紙
一
控
ま

た
大
使
と
し
て
受
け
た
使
命
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
口

ウ
ス
タ
ッ
シ
ユ
-
シ
ャ
ピ
ユ
イ
は
一
四
入
九
年
頃
サ
ヴ
ォ
ワ
∞
望
。
庁
公
国
の
ア
ヌ
シ

1
〉

HM5q
で
、
公
証
人
で
あ
っ
た
ル
イ
・
シ
ャ
ピ

ユ
イ
F
2
2
h宮
山
宮
古
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
む

ウ
ス
タ
ッ
シ
ュ
・
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
一
五

O
七
年
一

一
月
一

O
E
に
サ
ヴ
ォ
ワ
唯
一
の
大
学

ト
リ
ノ
ベ
ロ
ユ
ロ
大
学
に
入
学
し
、

ロ
ー
マ
法
と
教
会
法
の
博
士
号
を
取
得
し
た
。
ト
ワ
ノ
大
学
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
が
盛
ん
な
大
学
で
、

シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
後
の
友
人
と
な
る
エ
ラ
ス
ム
ス
ロ
・
尽

5
5
5
も
こ
の
大
学
で
学
位
を
得
た
し
、
シ
ャ
ゼ
ユ
イ
が
人
文
主
義
者
に
な
っ
た
の
も

ト
リ
ノ
大
学
時
代
の
よ
う
で
あ
る
り
下
級
聖
職
位
を
取
得
し
た
後
、

一
五
一
七
年
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
ア
ヌ
シ
ー
に
一
民
与
、
ジ
ュ
ネ

i
ヴ
可
教
ジ
ャ

ン一鴨川に

ン
・
ド
・
サ
ヴ
ォ
ワ

rmw以
内

r
r
g山
め
か
ら
ジ
ュ
ネ

l
ヴ
河
教
区
の
役
人
に
任
命
さ
れ
た
。
ス
イ
ス
諸
州
の
公
式
言
語
で
あ
づ
た
う

秀
で
て
い
た
彼
は
、
司
教
代
理
と
し
て
ジ
ユ
ネ
l
ヴ
の
政
治
問
題
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
再
教
座
聖
堂
参
事
会
員
に
任
命
さ
れ
た
。

ジ
ュ
ネ

1
、
ヴ
弓
教
そ
し
て
サ
ヴ
ォ
ワ
公
に
仕
え
た
の
ち
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
ブ
ル
ボ
ン
公

ι
5
P
∞2
号
。
ロ
の
大
使
と
し
て
グ
ラ
ナ
ダ
に
あ
る

皇
帝
カ

i
ル
五
世
の
宮
廷
に
赴
い
た
。

一
五
三
七
年
五
月
六
日
ロ
!
マ
の
掠
奪
の
際
に
ブ
ル
ボ
ン
公
が
死
ん
だ
後
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
有
給
の
顧

問
官
と
し
て
皇
帝
に
仕
え
る
よ
う
に
会
っ
た
。
そ
し
て
一
五
二
九
年
九
月
ガ
テ
ィ
ナ

i
ラ
と
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ル
の
推
麓
の
も
と
、
王
の
離
婚
開
題

が
生
じ
て
い
た
イ
ン
グ

ン
ド
に
神
聖
口
!
?
帝
国
大
鏡
と
し
て
遣
わ
さ
れ
、
そ
の
後
約
一
六
年
間
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
使
を
務
め
た
の
で
あ

一
五
四
九
年
ア
ヌ
シ

1
に
中
等
学
校
を
そ
し
て

っ
た
。

一
五
四
五
年
夏
の
大
使
辞
職
後
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
ル

i
ヴ
ァ
ン

E
S札
口
に
引
退
し
、

ル
i
ヴ
ァ
ン
に
大
学
学
寮
を
創
設
し
た
。

一
五
五
六
年
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
ル

1
ヴ
ァ
ン
で
死
去
し
た
。
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シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
大
使
と
し
て
赴
任
す
る
際
、
皇
帝
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命
は
次
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の

(
日
)

和
平
を
可
能
な
限
り
保
つ
こ
と
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
離
婚
問
題
で
王
妃
キ
ャ
サ
リ
ン
の
利
益
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
シ

ャ
ピ
ュ
イ
に
、
法
律
的
能
力
を
駆
使
し
て
離
婚
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
る
ロ

l
マ
在
住
の
皇
帝
の
代
理
人
に
情
報
を
提
供
し
、
そ
し
て
キ
ャ
サ
リ

ン
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
皇
帝
が
シ
ャ
ピ
ュ
イ
を
大
使
に
任
命
し
た
理
由
は
、
彼
の
持
つ
法
律
的
学
識
と
と
も
に
、

聖
職
者
で
あ
り
冷
静
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
皇
帝
は
キ
ャ
サ
リ
ン
の
出
身
国
ス
ペ
イ
ン
の
者
よ
り
も
サ
ヴ
ォ
ワ
人
の
方
が
冷
静
に
こ

の
離
婚
問
題
に
対
処
で
き
る
、
ま
た
教
会
人
と
は
い
え
世
俗
問
題
に
も
明
る
い
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
問
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

一
五
二
九
年
五
月
一
九
日
大
使
と
し
て
の
信
任
状
が
出
さ
れ
、
シ
ャ
ピ
ユ
イ
は
九
月
一
日
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
。
し

と
判
断
し
た
ら
し
い
。

か
し
マ
ッ
テ
ィ
ン
リ
ー
に
よ
れ
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
駐
在
二
年
を
経
ず
し
て
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
和
平
の
困
難
を
痛
感
し
、
そ

れ
以
後
キ
ャ
サ
リ
ン
の
利
益
を
守
る
こ
と
を
赴
任
目
的
の
中
心
に
置
い
た
と
言
わ
れ
る
。

帝
国
側
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
最
大
の
情
報
源
と
期
待
し
て
い
た
キ
ャ
サ
リ
ン
と
の
自
由
な
接
触
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
に
と
っ
て
容
易
な
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
ヘ
ン
リ
l
八
世
の
顧
問
官
た
ち
は
皇
帝
の
大
使
と
の
交
際
に
慎
重
で
あ
っ
た
た
め
、
宮
廷
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
、
今
ま
で
以
上
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
情
報
を
皇
帝
に
通
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
た
ら
し
い
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で
の
議
会
に
よ
る
措
置
、
神
学
的
議
論
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
宮
廷
で
の
動
き
、
対
外

政
策
、
軍
事
的
準
備
の
情
報
と
並
ん
で
必
須
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
前

任
者
た
ち
以
上
に
情
報
収
集
に
努
め
た
。
大
使
館
の
職
員
の
数
を
増
や
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
駐
在
二

O
年
以
上
の
経
歴
を
持
つ
キ
ャ
サ
リ
ン
の

か
つ
て
の
式
武
官
ス
ペ
イ
ン
人
モ
ン
ト
l
ヤ
冨

g
sヨ
を
は
じ
め
、
キ
ャ
サ
リ
ン
の
以
前
の
使
用
人
た
ち
を
雇
用
し
た
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
フ

ラ
ン
ド
ル
や
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
出
身
の
青
年
た
ち
を
六
人
ほ
ど
雇
用
し
、
英
語
を
学
ば
せ
、
彼
の
代
わ
り
に
宮
廷
に
し
ば
し
ば
赴
か
せ
、
情
報
収

集
に
あ
た
ら
せ
た
。
ま
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
モ
ン
ト
l
ヤ
の
他
に
も
二
人
の
英
語
に
堪
能
な
秘
書
を
常
に
彼
に
同
行
さ
せ
た
。
そ
の
上
シ
ャ
ピ
ユ

イ
は
五
、
六
人
の
ス
パ
イ
を
雇
い
、
彼
ら
を
用
い
て
宿
屋
の
主
人
か
ら
ロ
ン
ド
ン
を
通
過
す
る
外
国
人
か
ら
の
情
報
、
ト
l
マ
ス
・
ク
ロ
ム
ウ
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エ
ル
同
，
F
O
B
器
円
5
5
4司
急
の
使
用
人
か
ら
主
人
へ
の
訪
問
者
名
、
ま
た
ヘ
ン
ワ

l
八
世
の
廷
臣
の
馬
了
か
ら
、
モ
人
の
馬
の
状
態
と
、
さ
ま
、
ざ

ま
な
情
報
を
集
め
さ
せ
た
。
ま
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
ス
ペ
イ
ン
商
人
組
合
員
た
ち
と
接
触
す
る
ば
か
り
か
、
ネ

i
デ
ル
ラ
ン
ト

か
ら
の
商
人
た
ち
と
も
連
絡
を
と
り
、
金
や
武
器
の
動
き
ま
た
ア
ン
ト
ウ
エ
ル
ベ
ン
に
出
入
り
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
代
理
業
者
た
ち
に
つ
い

て
の
情
報
を
得
た
。

(
日
)

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

マ
ッ
テ
ィ
ン
リ

i
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
商
人
達
か
ら
の
情
報
は
、

ス
パ
イ
か
ら
の
情
報
以
上
に
シ
ャ
ピ
ュ
イ
に
と
っ
て
有
益

本
稿
で
直
接
の
史
料
と
し
て
用
い
た
如
、
義
主
州
、
内
容

p
g
C
F
3丸
山
は
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
匂
・
の

a
g
m
s
に
よ
り
一
八
八
二
年
…
糊
集
さ
れ
た
も

(
は
)

の
で
あ
る
。
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
は
彼
の
前
在
者
ベ
ル
ゲ
ン
ロ
ス

PKF切
実
拘
揺
さ
仔
の
死
に
よ
り
、
カ
ー
ル
五
世
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
ペ
イ

ン
と
の
交
渉
に
関
わ
る
史
料
の
一
編
纂
を
引
き
継
い
だ
。
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
は
シ
マ
ン
カ
ス

2
B言
。
器
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
マ
ド
リ
ー
ド
、
ブ
リ
ユ
ツ

ワ
I
ル
ロ
-F
の
文
書
館
以
外
に
ウ
ィ
ー
ン
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
文
書
館
に
も
カ

l
ル
五
世
の
大
使
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
書
籍
が

セ
ル
、

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
調
査
し
、
暗
号
解
読
し
、
英
語
識
訳
し
て
活
字
化
し
た
。
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
は
自
ら
集
め
、
編

纂
し
た
大
使
た
ち
の
書
簡
の
中
で
、
「
ゎ
日
岡
山
富
習
の
急
送
公
文
書
に
関
す
る
限
り
そ
の
内
容
に
全
翻
訳
を
施
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
に
表
さ
れ
た
ヘ
ン
リ

1
八
世
の
離
婚
問
題
の
内
答
に
関
し
て

ば
、
そ
の
記
述
は
非
常
に
詳
細
で
、
離
婚
間
鵡
の
経

過
を
知
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
へ
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
書
簡
は
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
ロ
ン
ド

(
げ
)

ン
に
到
着
し
た
一
五
二
九
年
九
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
む
そ
れ
は
教
皇
持
使
カ
ン
ペ
ジ
ョ
n
m
w
H
H

否
認
m
E
と
ウ
ル
ジ
ー
に
よ
る
ロ
ン
ド
ン

の
教
皇
特
使
法
廷
が
ヘ
ン
リ
ー
の
結
婚
解
沼
の
訴
え
を
審
理
未
了
の
ま
ま
閉
廷
し
、
法
廷
が
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
一
月
ほ
ど
後

の
二
年
前
ま
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
、
そ
の
簡
ヘ
ン
リ

l
八

世
の
数
震
の
離
婚
、
結
婚
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
口

i
マ
教
皇
庁
か
ら
の
離
反
、
修
道
院
解
散
と
い
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

ι於
け
る
大
事
件

を
眺
め
報
告
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
伝
え
る
ヘ
ン
リ
!
八
般
の
離
婚
問
題
の
、
王
な
事
項
を
時
系
列
に
沿
っ
て
記
す
な
ら
ば
、

王
の
離
婚
に
関
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ロ
ー
マ
と
の
交
渉
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
で
の
離
鍾
問
題
に
つ
い
て
の
討
論
、
ウ
ル
ジ

1
の
失
脚
、
キ

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
ヘ
ン
リ

1
八
世
の
死
(
一
五
回
七
年
)
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ャ
サ
リ
ン
の
置
か
れ
た
悲
惨
な
状
態
、
初
年
度
収
入
税
上
納
禁
止
法
の
制
定
、
聖
職
者
の
服
従
、

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
ウ
ォ

1
ラ
ム

当

RFm凶

E
の
死
、

ヘ
ン
リ

1
八
世
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世

3
・B
A
B
U
-
と
の
ブ

l
ロ
l
ニ
ユ
回
。
E
o
m
D
σ

会
談
、
ト

l
マ
ス
・
ク
ラ
ン
マ

l

司
5
5
2
n
g
E
H
H
2
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
就
任
、
上
訴
禁
止
法
制
定
、

ヘ
ン
リ
l
八
世
の
キ
ャ
サ
リ
ン
と
の
離
婚
、

ヘ
ン
リ
!
と
ア
ン
・

ブ
l
リ
ン
旨
居
。
∞
。

-aロ
と
の
結
婚
、
王
女
エ
リ
ザ
ベ
ス
巴
町
与
2
F
の
誕
生
、
王
位
継
承
法
の
発
布
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ル
タ
l
主

義
の
浸
透
、
国
王
至
上
法
の
発
布
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
暴
動
の
気
配
、

ロ
チ
ェ
ス
タ

l
H
N
R
r
g件
。
『
司
教
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

l

』。
}
E
E
ω
F
2
と
ト
l
マ
ス
・
モ
ア
己
5
E
S
富
。
円
。
の
処
刑
、
キ
ャ
サ
リ
ン
の
死
と
埋
葬
、

ア
ン
の
処
刑
、

ヘ
ン
リ
l
の
ジ
ェ

l
ン
・
シ

l
モ

ア
守
口
。
∞

aB。
ロ
円
と
の
結
婚
、
修
道
院
解
散
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
帝
国
と
の
同
盟
締
結
交
渉
、

ヘ
ン
リ
l
八
世
自
身
の
宗
教
改
革
に
対
す
る

ヘ
ン
リ
l
の
離
婚
問
題
の
ほ
と
ん
ど
全
般
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
上
訴
禁
止
法
に
し
ぼ
っ
て

執
着
、
思
寵
の
巡
礼
問
題
で
あ
り
、

大
使
が
見
聞
き
し
報
告
し
た
こ
と
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
二
章

帝
国
大
使
の
伝
え
る
上
訴
禁
止
法

第
一
節

上
訴
禁
止
法
に
対
す
る
評
価

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
に
関
す
る
制
定
法
の
中
で
一
五
三
四
年
の
国
王
至
上
法
〉
巳
え
問
。
ヨ
-
∞
毛
B
E
R
M
-
の
持
つ
重
要
性
は
周
知
の
こ

と
で
あ
る
。
国
王
至
上
法
は

「
わ
が
元
首
で
あ
る
国
王
お
よ
び
こ
の
国
王
を
相
続
し
、
か
つ
継
承
す
る
本
王
国
の
諸
王
は
、

ア
ン
グ
リ
カ
l

ナ
・
エ
ク
レ
シ
ア
と
よ
ば
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
の
地
上
に
於
け
る
唯
一
最
高
の
首
長
吾
⑦
。
ロ
寄
∞
ロ
司
B
Eめ
出

g与
吉

何

回

2
F
。
片
手
。

g
z『
与
え

E
m
-
s
f己
互
旨
m
-
5
5
p
n
r
g
と
解
さ
れ
、
認
め
ら
れ
、
見
な
さ
れ
る
も
の
と
す

ω」
と
述
べ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
前

年
春
に
議
会
を
通
過
し
た
上
訴
禁
止
法
の
方
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
権
国
家
理
念
を
最
も
早
く
明
確
に
定
義
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
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よ
う
に
な
り
、
国
王
至
上
法
は
そ
れ
の
確
認
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
上
訴
禁
止
法
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
を
帝
国
で
あ
る
と
明
示

し
、
世
俗
の
裁
判
ば
か
り
で
な
く
教
会
裁
判
に
於
い
て
も
最
終
的
な
決
定
権
は
国
王
に
あ
る
こ
と
を
定
め
た
。
具
体
的
に
は
死
罪
を
も
含
む
罰

則
規
定
を
設
け
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
外
の
法
廷
(
具
体
的
に
は
教
皇
庁
)
に
直
接
上
訴
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
、

ヘ
ン
リ
l
八
世
の
離
婚

問
題
が
経
過
す
る
中
で
生
じ
て
き
た
制
定
法
で
あ
る
。

上
訴
禁
止
法
の
音

エ
ル
ト
ン
は
上
訴
禁
止
法
の
序
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
何
百
℃
可
。

と
い
う
語
に
注
目
し
「
こ
の
何
百
1
3
は
一
つ
の
政
治
的
単
位
、
外
国
の
勢
力
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
な
自
主
独
立
の
国
家
、

家
を
音
吟
味
す
る
」
と
主
張
す
る
。
ま
た
デ
ィ
キ
ン
ズ
k
r
・。

-Enrgω
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
の
全
法
の
中
で
、

つ
ま
り
主
権
国

一
五
三
三
年
二
月
か
ら

ヘ
ン
リ
l
の
宗
教
改

三
月
に
か
け
て
通
過
し
た
こ
の
上
訴
禁
止
法
は
最
も
画
期
的
な
も
の
、
そ
の
原
則
の
提
示
に
於
い
て
最
も
明
確
な
も
の
、

革
に
於
い
て
最
も
中
心
的
な
も
の
、
そ
し
て
そ
れ
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
そ
の
民
を
連
れ
て
ル
ピ
コ
ン
川
を
渡
ら
せ
よ
う
と
し
た
時
、
彼
が
手
に

(
幻
)

握
っ
た
峨
で
あ
っ
た
」
と
し
て
こ
の
法
を
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
中
世
史
家
で
あ
る
ハ
リ
ス
の
・
「
E
m
W
H
.
H

・-g
は
こ
の
語
は
中
世
で
も
使
わ
れ

(
幻
)

て
い
た
が
、
限
界
を
持
ち
続
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
中
世
と
の
連
続
性
を
主
張
す
る
。
ス
カ
リ
ス
ブ
リ
ッ
ク
』
・
』
・
∞

g
ユω
ぎ
片
付
も

「
こ
の
何
日
間
)
可
。
と
い
う
語
は
こ
こ
で
登
場
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
語
葉
に
重
要
な
も
の
と
し
て
追
加
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
ど
の
公
文

ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
う
た
め
に
デ
ヴ
ュ
ー
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
法
は
ロ

l
マ
に
対
す

(
お
)

る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
策
に
と
っ
て
直
接
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
特
に
こ
の
法
の
そ
の
後
に
与
え
た
意
義

書
に
も
現
れ
て
こ
な
い
の
で
、

を
評
価
し
な
い
。

フ
ル

l
ド
は
M
A
雪
匂
守
ミ
ミ
ミ
(
リ
h
N

忌
お
ミ
ミ
ミ

ま
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
研
究
関
係
で
言
え
ば
フ
ル

l
ド
と
マ
ッ
テ
ィ
ン
リ
ー
が
お
り
、

ヘ同ミ

h
g
の
序
で
上
訴
禁
止
法
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
上
訴
禁
止
法
や
国
王
至
上
法
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
家
の
独
立
を
宣
言
し
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
帝
国
内
で
の
外
国
の
司
教
、
君
主
、
主
権
者
の
干
渉
を
排
し
た
も
の
で
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
・
・
こ
の
力
強
い
革
命
は
議
会
の
行
為
、

(M) 

法
の
断
固
た
る
強
制
に
よ
り
市
民
革
命
な
し
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
。

一
方
マ
ッ
テ
イ
ン
リ
l
は
上
訴
禁
止
法
制
定
を
キ
ャ
サ
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リ
ン
の
離
婚
問
題
の
経
過
の
中
の
ひ
と
つ
の
出
来
事
と
し
て
述
べ
て
お
り
、
特
に
上
訴
禁
止
法
に
注
目
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
こ
の
上
訴
禁
止
法
を
革
新
的
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
こ

れ
ま
で
の
議
論
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
国
制
史
的
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
上
訴
禁
止
法
案
が
議
会
で
可
決
さ
れ

て
い
く
問
、
帝
国
大
使
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
こ
の
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
情
報
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
こ
の
法

に
注
目
し
て
い
た
の
か
を
彼
の
書
簡
の
分
析
か
ら
具
体
的
に
探
り
た
い
。

第
二
節

帝
国
大
使
の
伝
え
る
上
訴
禁
止
法

h
h
v
Q
ミ
S
U
H町
内
誌
に
収
録
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
上
訴
禁
止
法
を
扱
っ
て
い
る
書
簡
は
こ
の
時
期

の
全
書
簡
一
七
通
中
七
通
で
あ
る
。
本
稿
で
は
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
記
述
が
多
い
五
通
を
紹
介
す
る
。
こ

(
一
五
三
三
年
一
月
か
ら
六
月
)

の
法
に
最
初
に
触
れ
て
い
る
の
は
一
五
三
三
年
三
月
一
五
日
の
書
簡
で
あ
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
を
一
不
す
前
に
ヘ
ン
リ
l
の
離
婚
問
題
に
関

す
る
一
五
三
三
年
一
月
か
ら
同
年
三
月
一
五
日
ま
で
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
動
き
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

一
月
ヘ
ン
リ
l
八
世
は
ア

ン
・
ブ
l
リ
ン
と
密
か
に
結
婚
を
し
、

一
月
末
に
は
ア
ン
の
懐
妊
を
知
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ヘ
ン
リ
l
は
正
嫡
の
後
継
者
を
持
つ
た
め
ア
ン
と

の
結
婚
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
議
会
(
い
わ
ゆ
る
宗
教
改
革
議
会
)

で
は
一
五
二
九
年
以
来
ヘ
ン
リ
l
の
離
婚
問

題
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、

一
五
三
二
年
か
ら
は
ト
l
マ
ス
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
政
治
的
発
言
力
を
増
し
て
き
た
。

一
五
三
三
年
二
月
四
日
か
ら

開
始
さ
れ
た
議
会
の
第
五
会
期
で
上
訴
禁
止
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
影
響
下
、
四
月
の
第
一
週
に
こ
の
法
案
が
議
決
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

(
1
)
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡

一
五
三
三
年
三
月
一
五
日

「
昨
日
と
今
日
、
議
会
で
制
定
法
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
法
は
こ
の
王
国
で
は
教
皇
が
い
か
な
る
権
利
も
権
威
も
司
法
権
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も
持
つ
て
は
い
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
非
常
に
妙
な
こ
と
と
思
っ
た
者
も
何
人
か
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
誰
も
が
こ

(
こ
の
法
を
)
成
立
さ
せ
る
手
段

を
既
に
講
じ
て
い
ま
す
。
も
し
も
教
皇
が
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
願
っ
て
い
る
な
ら
、
私
が
(
以
前
送
っ
た
書
簡
の
中
で
)
陛
下
に
申
し
上
げ

の
法
は
成
立
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
王
が
そ
れ
を
強
く
望
ん
で
お
り
、
王
は
議
会
で

て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
は
王
妃
の
問
題
に
早
急
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
、
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
に
金
銭
的
援
助
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て

教
会
の
懲
戒
罰

2
ロ
ω
己
完
で

(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
)
通
商
を
妨
害
す
る
こ
と
し
か
道
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
事
態
は
本
当
に

悪
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
」

こ
の
部
分
は
二
二
段
落
中
一

O
段
落
日
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
順
に
以
下
の
一

0
項
目
で
あ
る
。
①
王
が
あ

る
司
祭
に
王
と
ア
ン
と
の
結
婚
を
支
持
す
る
説
教
を
行
わ
せ
て
い
る
話
。
②
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
問
題
の
た
め

(
ア
ン
の
兄
弟
で
あ
る
)

ロ
ッ
チ

フ
ォ
ー
ド
卿
円
。
与
問
。
。
町
内
。
三
が
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
さ
れ
た
話
。
③
王
と
フ
ラ
ン
ス
王
と
が
親
密
で
あ
る
こ
と
。
④
皇
帝
の
ボ
ロ

l
ニ
ャ
か
ら

の
出
発
や
ド
イ
ツ
国
内
の
混
乱
状
態
に
つ
い
て
の
王
の
意
見
。
⑤
王
の
離
婚
問
題
に
対
す
る
皇
帝
の
態
度
へ
の
王
の
非
難
。
⑥
離
婚
訴
訟
に
対

す
る
教
皇
の
態
度
へ
の
王
の
不
満
。
ま
た
か
つ
て
の
教
皇
た
ち
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
に
対
す
る
態
度
へ
の
不
満
。
⑦
フ
ラ
ン
ス
の
富
と
権
力
へ

の
王
の
賞
賛
。
⑧
上
訴
禁
止
法
の
問
題
。
⑨
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
ド
イ
ツ
諸
侯
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
へ
の
支
持
を
伝
え
る
た
め
、
ド
イ
ツ
か
ら

使
者
が
来
英
し
た
話
。
⑩
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
持
つ
戦
艦
の
数
。
⑪
教
皇
の
姪
と
オ
ル
レ
ア
ン
公
と
の
結
婚
問
題
。

こ
の
書
簡
に
は
上
訴
禁
止
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
は
い
る
が
、
上
訴
禁
止
法
に
関
し
て
は
わ
ず
か
し
か
記
載
さ
れ
て

お
ら
ず
、
名
称
も
出
て
こ
な
い
。
こ
の
書
簡
に
於
い
て
は
⑤
と
⑥
の
部
分
の
記
載
が
多
く
(
全
体
の
半
分
以
上
)
王
の
離
婚
問
題
に
つ
い
て
の

話
題
が
中
心
で
あ
り
、
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
記
述
(
⑧
)
も
こ
の
関
連
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
に
関
し
て
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
注
目
し
て

い
る
の
は
、
教
皇
が
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
権
威
や
司
法
権
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
結
果
を
伴
う
こ
と
に
な
る
こ
の
法
の

成
立
を
王
が
強
く
望
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
こ
の
法
の
趣
旨
を
既
に
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
は

こ
の
法
案
の
実
効
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
が
本
気
で
狙
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
む
し
ろ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
と
取
引
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
を
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阻
止
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
教
皇
が
ま
ず
王
妃
の
訴
訟
に
判
決
を
与
え
る
こ
と
で
、
こ
の
王
側
が
企

て
た
政
策
を
回
避
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
や
は
り
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
こ
の
法
を
玉
の
離
婚
と
の
関
係
で
見
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
シ
ャ

ピ
ュ
イ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
通
商
の
妨
害
と
い
う
帝
国
に
と
っ
て
も
経
済
的
損
失
に
な
る
で
あ
ろ
う
手
段
を
も
考
慮
に
い
れ
て
い
た
こ
と
は
、

彼
が
当
初
か
ら
こ
の
問
題
を
軽
視
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

一
五
三
三
年
三
月
一
一
二
日

(
2
)
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡

こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
上
訴
禁
止
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
ア
ン
・
ブ
l
リ
ン
と
の
結
婚
式
が
イ
ー
ス
タ
ー
前
か
そ
の
直
後
に
厳
か
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
・
・
・
・
・
・
・
・
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
宮
廷
で
は
王
側
で
あ
れ
王
妃
側
で
あ
れ
、
教
皇
は
皇
帝
陛
下
を
裏
切
る
だ
ろ
う
と
ど
の
廷
臣
も
公
言
し
ま
す
が
、
特
に

(
王
の
側
近

た
ち
で
あ
る
)

ノ
l
フ
ォ
ー
ク
公
任
命
門

z
f
え
Z
。乱。
-r
と
サ
フ
ォ
ー
ク
公
岳
ゆ
仏
兵
ゆ
え
∞
口
問
。
-w
は
確
信
を
持
っ
て
断
言
し
て
い
ま
す
。

.. 

教
皇
は
誰
よ
り
も
ま
ず
こ
の
こ
と

(
教
皇
が
今
ま
で
王
の
離
婚
訴
訟
に
判
決
を
出
さ
ず
に
き
た
こ
と
、
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
が
教
皇

の
指
示
に
従
わ
ず
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
で
新
し
い
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
に
よ
り
王
の
離
婚
問
題
を
終
結
さ
せ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
危

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
任
命
の
教
皇
大
勅
書

σロ
ロ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
急
送
し
た
こ
と
)
を
悔
悟
す

険
を
警
告
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
教
皇
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
自
ら
の
権
威
を
確
実
に
失
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
。
そ
の
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
界
に
と

つ
て
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
、
そ
し
て
王
妃
の
訴
訟
に
と
っ
て
は
損
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
の
は
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
の
中
に
は
教
皇

の
権
威
に
反
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
「
い
か
な
る
者
も
そ
れ
が
世
俗
の
こ
と
で
あ
れ
、

宗
教
的
な
こ
と
で
あ
れ
、
結
婚
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
、
ど
の
よ
う
な
問
題
に
関
し
て
も
こ
こ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
ロ

l
マ
に
上
訴
す
べ
き
で

は
な
い
」
と
。
そ
し
て
そ
れ
は
財
産
没
収
の
罰
や
反
乱
罪
に
よ
る
投
獄
の
罰
を
も
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
こ
の
法
は
将
来
の
こ

と
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
既
に
始
め
ら
れ
て
い
る
訴
訟
に
対
し
て
さ
え
効
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
法
の

条
項
は
王
妃
の
問
題
に
直
接
当
て
は
ま
る
の
で
あ
り
ま
す
。
信
じ
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
「
も
し
王
妃
が
王
妃
の
上
訴
に
執
着
す
る
な
ら
ば
、
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王
は
王
妃
か
ら
寡
婦
産
を
奪
っ
て
し
ま
う
(
だ
ろ
う
)
」
と
私
は
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
庶
民
院
議
員
た
ち
は
諸
々
の
理
由
を
述
べ
な
が
ら
、

教
皇
の
権
威
に
反
す
る
よ
う
な
法
に
同
意
す
る
こ
と
を
拒
み
、
正
当
な
理
由
を
述
べ
て
そ
れ
に
勇
ま
し
く
反
対
し
て
い
ま
す
。
最
大
の
反
対
理

由
は
、
「
も
し
教
皇
が
自
ら
に
対
し
て
な
さ
れ
た
侮
辱
に
憤
り
、
こ
の
王
国
を
教
会
分
離
的
ω
岳
町
自
主
め
と
宣
言
し
、
こ
の
王
国
を
破
門
し
て

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
生
活
の
糧
で
あ
る
毛
織
物
貿
易
を
妨
害
さ
せ
よ
う
も
の
な
ら
、
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
)
何
よ
り
も
恐
ろ
し
い
暴
動
や
内
乱

が
生
じ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対
し
王
側
は

「
そ
の
よ
う
な
危
険
は
な
い
。
隣
接
す
る
国
々
の
君
主
た
ち
も
喜
ん
で
王
が

(
教
皇
に
対
し
て
す
る
)
脅
し
ゃ
行
い
に
同
調
す
る
だ
ろ
う
か
ら
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
」

こ
の
部
分
は
こ
の
書
簡
の
七
段
落
中
一
段
落
日
と
二
段
落
日
に
属
し
、
分
量
も
前
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
皇
帝
に
宛
て
た

多
く
の
書
簡
か
ら
判
断
す
る
と
、
外
交
官
と
し
て
の
使
命
感
の
強
か
っ
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
皇
帝
に
第
一
に
報
告
す
べ
き
こ
と
と
思
っ
て
い
る
内

容
を
書
簡
の
最
初
に
書
き
、
ま
た
量
も
多
く
記
載
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
大
使
の
職
に
あ
っ
た
一
六
年
間
の
う
ち
、

は
じ

め
の
一
二
年
間
は
同
一
の
暗
号
を
用
い
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
秘
密
保
持
の
た
め
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
送
付
の
た
び
に
記
載
方
法
を
変
え
た
と

は
考
え
に
く
い
。

つ
ま
り
書
簡
が
、
重
要
な
事
項
か
ら
順
に
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
前
の
書
簡
と
比
し
て
位
置
(
順
番
)
が
上
が

っ
た
こ
と
は
、
分
量
の
増
加
と
あ
わ
せ
て
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
上
訴
禁
止
法
問
題
を
よ
り
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
理
解
で
き

る
。
こ
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
順
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
王
は
ア
ン
・
ブ

l
リ
ン
と
の
結
婚
を
公
式
に
認
め
て
も
ら
う
た
め
カ
ン

タ
ベ
リ
!
大
司
教
宛
の
教
皇
大
勅
書
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
結
婚
に
反
対
し
て
い
る
の
は
た
だ
ロ
チ
ェ
ス
タ
l
司
教
(
の
ち
に
困

王
至
上
権
を
否
認
し
て
処
刑
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
フ
イ
ツ
シ
ャ

l
)
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
②
上
訴
禁
止
法
の
問
題
。
③
来
英
し
て
い
る
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
接
触
し
、
皇
帝
へ
の
協
力
を
促
し
た
話
。
④
ロ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド
卿
が
成
果
を
上
げ
る
こ
と
な
く
フ
ラ
ン
ス

宮
廷
か
ら
帰
国
し
た
こ
と
。
⑤
王
が
ハ
ン
ブ
ル
グ
と
デ
ン
マ
ー
ク
に
送
っ
た
使
節
た
ち
が
帰
英
し
た
こ
と
。
⑥
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
商
品
を
積

ん
だ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
船
を
攻
撃
し
た
こ
と
口
⑦
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
未
払
い
の
給
料
の
支
払
い
を
皇
帝
に
要
請
し
た
こ
と
。

こ
の
書
簡
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
議
会
で
上
訴
禁
止
法
案
を
通
過
さ
せ
よ
う
と
い
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
や
そ
の
側
近
た
ち
の
動
向
を
シ
ャ

52 49号お茶の水史学



ピ
ュ
イ
が
よ
く
把
握
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
上
訴
禁
止
法
の
内
容
、
そ
し
て
法
案
通
過
に
反
対
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
の
議
員
の
態
度

や
反
対
理
由
、
そ
れ
に
対
す
る
王
の
説
得
内
容
も
シ
ャ
ピ
ユ
イ
が
こ
の
時
期
に
は
か
な
り
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
。
シ

ャ
ピ
ュ
イ
は
も
う
こ
の
時
点
に
於
い
て
は
こ
の
上
訴
禁
止
法
を
王
妃
の
処
遇
に
直
接
関
わ
る
問
題
と
し
て
か
な
り
警
戒
し
て
い
た
。
ま
た
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
で
は
教
皇
の
権
威
失
墜
の
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
界
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
教
皇
に
対
し
警
告
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
五
三
三
年
四
月
一

O
日

(
3
)
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡

「
今
の
議
会
に
出
席
し
て
い
る
議
員
達
は
、
玉
が
王
自
身
を
ま
た
王
国
を
も
危
険
に
晒
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め

て
、
王
に
対
し
こ
れ
を
辞
め
る
よ
う
に
し
つ
こ
く
迫
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
甲
斐
は
あ
り
ま
せ
ん
。
王
は
議
員
た
ち
に
教
皇
の
権
威
に
反
す
る

提
議
に
同
意
さ
せ
、
(
そ
の
よ
う
な
法
案
を
議
会
で
)
通
過
さ
せ
る
よ
う
に
と
、
断
固
た
る
意
志
で
も
っ
て
強
い
て
い
ま
す
。
こ
の
法
案
の
内

容
は
、
「
ど
の
よ
う
な
訴
訟
も
、
た
と
え
そ
れ
が
結
婚
の
訴
訟
で
あ
ろ
う
と
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で
審
理
さ
れ
る
べ
し
。
い
か
な
る
者
も
決
し

て
教
皇
に
上
訴
し
て
は
な
ら
ず
、
も
し
敢
え
て
上
訴
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
大
逆
罪
に
問
わ
れ
る
べ
し
。
ま
た
誰
か
王
国
外
へ
上
訴
を
し
た
者

が
こ
の
王
国
に
(
教
皇
か
ら
の
)
破
門
や
聖
務
執
行
停
止
令

E
g邑
-2
を
招
く
よ
う
な
事
が
あ
れ
ば
、
そ
の
者
は
直
ち
に
捕
ら
え
ら
れ
、
恥

ず
べ
き
死
へ
と
送
ら
れ
る
べ
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
(
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
)
こ
の
計
略
は
専
ら
王
妃
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。
」

こ
の
部
分
は
こ
の
書
簡
の
筆
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
書
簡
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
順
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
上
訴
禁
止
法
に
つ
い
て
。

②
王
と
ア
ン
と
の
結
婚
が
イ
ー
ス
タ
ー
直
後
に
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
を
王
妃
に
知
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
。
王
妃
は
王
妃
の
称
号
を
剥
奪

さ
れ
玉
の
監
視
下
に
置
か
れ
る
こ
と
。
③
王
妃
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
ロ
チ
ェ
ス
タ
l
司
教
が
収
監
さ
れ
た
こ
と
。
④
(
こ
う
な
っ
た

以
上
は
)
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
戦
争
を
お
こ
す
よ
う
に
と
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
皇
帝
に
懇
願
し
て
い
る
こ
と
。
⑤
シ
ャ
ピ
ュ
イ
に
よ
る
ア
ン
に

対
す
る
批
判
。
(
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
に
と
っ
て
の
)
最
大
の
困
難
は
フ
ラ
ン
ス
王
の
帝
国
に
対
す
る

(
軍
事
的
)
攻
撃
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
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と
こ
ろ
フ
ラ
ン
ス
王
に
は
そ
の
音
叫
志
は
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
。
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
は
ス
イ
ス
の
援
助
な
く
し
て
は
何
も
行
動
で
き
な

い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
⑥
(
何
に
も
ま
し
て
)
王
妃
の
利
益
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
意
見
。
⑦
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら

帰
英
し
た
教
皇
大
使
の
話
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
和
戦
両
方
に
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
け
る
ヘ
ン
リ
l
八
世
の
離
婚
問
題
は
急
速
に
進
展
し
、

一
五
三
三
年
四
月
二
日
に
は
ト
l
マ
ス
・
ク
ラ
ン
マ

l
が
カ
ン

タ
ベ
リ
!
大
司
教
に
就
任
し
、
四
月
の
第
一
週
に
は
上
訴
禁
止
法
案
が
可
決
さ
れ
た
。
四
月
一
一
日
に
は
ク
ラ
ン
マ

l
は
ヘ
ン
リ

l
八
世
の
離

婚
訴
訟
の
判
決
を
自
ら
に
委
ね
る
よ
う
玉
に
願
い
、
議
会
を
通
過
し
た
ば
か
り
の
上
訴
禁
止
法
に
よ
り
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
四
月
二
一
日
の

議
会
で
ヘ
ン
リ
l
と
キ
ャ
サ
リ
ン
と
の
結
婚
は
無
効
で
あ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

一
三
日
に
ア
ン
は
宮
廷
で
王
妃
と
し
て
公
に
宣
言
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
事
態
が
進
展
す
る
中
で
こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
に
は
既
に
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
上
訴
禁
止
法
案
の
議
会
通

過
、
そ
し
て
上
訴
禁
止
法
が
死
罪
を
も
含
む
罰
則
規
定
を
伴
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
法
制
定
後
数
日
を
経
ず
し
て
察
知
し
て
い
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
で
は
、
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
記
述
の
す
ぐ
後
に
王
と
ア
ン
と
の
結
婚
や
王
妃
に
対
す
る
苛
酷
な
扱
い
が
述
べ

ら
れ
て
い
る

(
②
)
。
ま
た
こ
の
書
簡
全
体
は
、
王
妃
の
利
益
を
な
ん
と
し
て
も
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
考
え
る
と
、
王
妃
の
置
か
れ
た
状
況
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
事
態
と
し
て
上
訴
禁
止
法
を
重
視
し
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
、

上
訴
禁
止
法
成
立
を
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
に
持
っ
て
き
た
と
理
解
で
き
る
。
王
妃
が
ロ

l
マ
に
上
訴
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、
今
ま
で
の
王
妃
の

上
訴
も
王
国
の
法
を
犯
す
行
為
と
し
て
み
な
さ
れ
る
恐
れ
を
何
に
も
ま
し
て
最
初
に
皇
帝
に
伝
え
る
た
め
、
こ
の
部
分
が
書
簡
の
筆
頭
に
置
か

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
④
で
示
し
た
よ
う
に
こ
の
書
簡
の
中
で
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
い
ま
や
皇
帝
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
戦
争
を
お
こ

す
よ
う
懇
願
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
み
る
と
、
上
訴
禁
止
法
案
可
決
に
直
接
対
応
し
て
と
る
べ
き
行

動
と
い
う
よ
り
も
、
王
側
の
王
妃
に
対
す
る
諸
々
の
厳
し
い
措
置
や
王
の
ア
ン
と
の
結
婚
と
い
う
事
態
に
対
応
し
て
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
具
申
し
て

い
る
方
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
そ
の
よ
う
な
感
情
か
ら
判
断
し
て
も
、
こ
の
時
期
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
こ
の
上
訴
禁
止
法
を
専
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ら
王
妃
の
処
遇
に
関
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

(
4
)
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡

一
五
三
三
年
四
月
一
五
日

こ
の
書
簡
に
は
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
記
述
が
二
箇
所
見
ら
れ
る
。

(i)
「
私
(
シ
ャ
ピ
ュ
イ
)

が
王

(
ヘ
ン
リ
l
)
を
訪
ね
て
き
た
理
由
、
ま
た
帝
国
大
使
ば
か
り
で
な
く
世
の
い
と
弱
き
者
の
意
見
を
聞
く
の

が
王
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
私
が
述
べ
る
と
、
王
は
し
ぶ
し
ぶ
そ
れ
ま
で
の
態
度
を
改
め
、
答
え
始
め
ま
し
た
。
「
二
人
の
枢
機
卿

(
教
皇
特
使
カ
ン
ペ
ジ
ョ
や
ヨ

l
ク
枢
機
卿
ウ
ル
ジ

l
)
に
(
王
の
離
婚
訴
訟
に
関
す
る
)
任
務
が
(
ロ

l
マ
に
移
管
さ
れ
る
前
に
)
委
託
さ

れ
た
こ
と
は
余
白
ら
が
申
し
出
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
教
皇
が
か
つ
て
し
た
約
束
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
教
皇
は
余
に
そ
の
訴
訟
を
こ
こ

(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
)

か
ら
決
し
て

(ロ

l
マ
に
)
戻
す
こ
と
は
し
な
い
と
約
束
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
教
皇
は
か
つ
て
の
委
託
を
取
り

下
げ
た
の
で
あ
る
。
双
方
に
と
っ
て
公
平
な
場
所
で
そ
の
訴
訟
を
審
理
さ
せ
、
判
決
を
下
さ
せ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
に
つ
い
て
も
同
音
却
し

な
い
。
と
い
う
の
は
余
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
判
決
を
下
さ
せ
る
つ
も
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
王
妃
の
上
訴
は
そ
れ
が
こ
の
王
国
の
法
に
基
づ
く
場

合
に
の
み
余
は
そ
れ
に
同
意
す
る
。
最
近
上
訴
禁
止
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
王
妃
も
一
臣
民
と
し
て
従
う
義
務
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
」
こ
れ
に
対
し
て
私
は
言
い
ま
し
た
。
「
法
は
将
来
の
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
遡
及
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

王
妃
に
関
し
て
は
、
も
し
王
妃
が
王
の
正
式
な
妻
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
確
か
に
臣
民
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
提
に
立
て
ば
法
ま
た
上
訴
に
関
し

て
は
議
論
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
王
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
も
し
王
妃
(
キ
ャ
サ
リ
ン
)
が
王
の
妻
で
な
い
の
な
ら
ば
、
王
妃
は

臣
民
と
は
呼
ば
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
王
妃
は
た
だ
結
婚
さ
れ
た
た
め
に
こ
こ
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
)
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
も

し
王
が
王
妃
の
こ
と
を
自
分
と
は
関
係
が
な
い
と
言
わ
れ
る
の
な
ら
王
妃
は
王
の
臣
民
で
は
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
慣
習
法
に
基
づ
い
て
、
王
妃
は
王
妃
の
訴
訟
を
故
国
ス
ペ
イ
ン
で
行
う
権
利
を
主
張
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
」

こ
の
部
分
は
、
こ
の
書
簡
の
一
五
段
落
中
五
段
落
日
に
属
し
、
比
較
的
長
い
記
述
で
あ
り
、
王
と
の
や
り
取
り
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
長

く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
か
ら
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
法
的
知
識
を
駆
使
し
て
、
王
妃
の
た
め
の
議
論
を
王
と
戦
わ
せ
て
い
た
こ
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と
が
生
々
し
く
窺
え
て
、
興
味
深
い
。

こ
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
順
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
王
妃
に
対
す
る
扱
い
に
つ
い
て
抗
議
を
す
る
た
め
王
を
訪

ね
た
と
き
の
状
況
。
②
シ
ャ
ピ
ュ
イ
に
よ
る
王
へ
の
抗
議
。
王
の
離
婚
に
対
す
る
非
難
。
③
王
と
の

(
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
の
)
議
論
。
王

が
シ
ャ
ピ
ユ
イ
は
皇
帝
か
ら
の
特
命
を
受
け
て
訪
ね
た
の
か
ど
う
か
知
り
た
が
っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
対
し
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
自
分
は
皇
帝
か
ら
皇

帝
と
王
と
の
友
好
関
係
を
保
つ
と
い
う
任
務
、
な
に
よ
り
も
王
妃
の
利
益
を
守
る
と
い
う
任
務
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
回
答
し
た
こ
と
。
ま
た

王
が
皇
帝
は
王
に
干
渉
す
る
権
利
は
な
い
、
王
の
権
威
で
そ
の
法
(
上
訴
禁
止
法
)
を
通
す
つ
も
り
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
訴
訟
終
結
は
困
難
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
。
王
妃
が
上
訴
禁
止
法
の
適
用
を
受
け
る
か
ど
う
か
を
巡
る
両
者
の
議
論
。
王

が
フ
ラ
ン
ス
王
の
助
力
を
求
め
る
つ
も
り
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
人
と
ブ
ラ
ン
ド
ル
人
と
の
通
商
に
つ
い
て
尋
ね
た
こ
と
。

④
ノ

l
フ
ォ
ー
ク
公
が
王
妃
キ
ャ
サ
リ
ン
を
訪
ね
、
こ
れ
以
上
上
訴
を
し
な
い
よ
う
に
説
得
し
よ
う
と
し
た
こ
と
。
王
が
キ
ャ
サ
リ
ン
に
対
し

王
妃
を
称
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
と
告
げ
た
こ
と
。
そ
し
て
王
妃
の
収
入
が
減
ら
さ
れ
た
と
説
明
し
た
こ
と
。
⑤
ア
ン
が
既
に
王
妃
の
よ
う
に

振
舞
っ
て
い
る
こ
と
。
⑥
王
が
既
に
結
婚
の
準
備
を
整
え
て
い
る
こ
と
。
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
を
密
か
に
任
命
し
た
こ
と
。
⑦
ブ
ラ
ン
ド
ル

在
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
人
が
王
に
戦
争
の
可
能
性
を
尋
ね
た
こ
と
。
ブ
ラ
ン
ド
ル
で
は
皇
帝
の
傘
下
に
あ
る
商
人
た
ち
が
戦
争
に
対
す
る
備
え

を
し
て
い
る
こ
と
。
⑧
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
和
平
に
関
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
果
し
て
い
る
役
割
が
少
な
い
こ
と
。
⑨
フ
ラ
ン

ス
王
が
ヘ
ン
リ
l
と
ア
ン
と
の
結
婚
を
祝
福
し
て
い
る
こ
と
。
⑩
王
妃
の
称
号
が
吾
。
。
E
包
含
当
買
E
2
2
に
変
え
ら
れ
た
が
、
王
女
メ
ア

リ
l
は
ま
だ
い
か
な
る
称
号
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
⑪
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
々
が
、
こ
の
結
婚
に
対
す
る
皇
帝
の
意
見
を
知
り
た
が
っ

て
い
る
こ
と
。
⑫
王
が
ロ

l
マ
に
急
使
を
送
っ
た
こ
と
。

こ
の
書
簡
で
は
、
王
妃
に
対
す
る
処
遇
に
つ
い
て
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
王
に
抗
議
を
し
た
こ
と
が
筆
頭
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
王
の
離
婚
問

題
に
関
す
る
記
述
が
九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
記
載
も
シ
ャ
ピ
ユ
イ
の
玉
へ
の
非
難
に
続
く
議
論
(
③
)
の
中

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
新
し
い
情
報
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
す
る
と
こ
の
時
期
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
関
心
は
専
ら
王
妃
の
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問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
但
し
帝
国
大
使
は
こ
の
時
点
に
於
い
て
は
こ
の
離
婚
問
題
が
帝
国
の
通
商
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
フ
ラ
ン
ス
や

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
に
も
神
経
を
配
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
。

(

H

U

)

「
王
は
ま
さ
に
今
日
ロ

l
マ
に
急
使
を
送
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
次
の
こ
と
を
教
皇
に
(
弁
明
し
)
ほ
の
め
か
す
た
め
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

議
会
で
教
皇
に
反
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
人
々
の
懇
願
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
王
の
本
意
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
も
し
王
の
結
婚

が
(
議
会
で
)
承
認
さ
れ
る
と
し
て
も
(
も
し
教
皇
が
離
婚
問
題
に
関
し
ヘ
ン
リ
l
に
誠
意
を
見
せ
る
の
な
ら
ば
)
王
は
そ
れ
を
全
て
取
り
消

す
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。
王
は
そ
の
急
使
に
自
分
の
手
紙
以
外
を
運
ば
せ
る
こ
と
を
禁
じ
ま
し
た
。
本
当
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
し
ま

う
た
め
で
す
。
皇
帝
陛
下
は
こ
の
よ
う
な
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
)
事
態
を
教
皇
に
知
ら
せ
、

(
王
の
訴
訟
に
)
判
決
を
下
す
よ
う
に
促
が
し
て

下
さ
い
。
」

こ
の
部
分
は
書
簡
の
最
後
に
追
伸
の
形
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

(
⑫
)
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
こ
の
よ
う
な
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
王
が
教
皇

に
対
し
て
、
ま
た
王
の

(ロ

l
マ
で
の
離
婚
)
訴
訟
の
行
方
に
対
し
て
上
訴
禁
止
法
が
も
た
ら
す
影
響
を
憂
慮
す
る
と
い
う
表
向
き
の
姿
勢
を

示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
王
に
は
ま
だ
こ
の
時
期
、
教
皇
と
全
面
対
決
す
る
意
志
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
氾
)

五
月
一

O
日

(
5
)
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡

一
五
一
二
三
年

こ
の
書
簡
に
は
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
記
載
が
五
箇
所
あ
る
。

ま
ず
こ
の
書
簡
の
内
容
は
、
順
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
王
妃
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
法
廷
へ
の
召
喚
を
巡
り
、
王
妃
に
も
上
訴
禁
止

法
が
適
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
懸
念
。
②
王
妃
が
出
頭
し
な
い
理
由
。
③
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で

皇
帝
に
対
す
る

(
軍
事
的
)
攻
撃
の
気
配
を
感
じ
て
い
る
こ
と
。
④
王
妃
の
権
利
維
持
の
た
め
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
自
ら
の
意
志
で
王
に
手
紙
を
出

し
た
こ
と
。
⑤
王
の
腹
心
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
を
通
し
て
そ
の
手
紙
に
対
す
る
王
か
ら
の
回
答
。
⑥
王
の
重
臣
達
と
シ
ャ
ピ
ュ
イ
と
の
王
の
離
婚
訴

訟
を
巡
る
議
論
。
王
の
重
臣
達
が
皇
帝
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
姿
勢
を
知
り
た
が
っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
対
し
て
シ
ャ
ピ
ユ
イ
が
、
皇
帝
は

常
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
玉
や
王
国
に
友
情
を
抱
い
て
お
り
、
王
や
王
国
の
利
益
や
名
誉
ま
た
安
寧
の
た
め
王
の
離
婚
問
題
に
介
入
し
て
い
る
と
答
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え
た
こ
と
。
カ
ン
タ
ベ
リ
i
大
可
教
に
よ
る
ヘ
ン
リ
!
の
離
婚
訴
訟
の
終
結
に
対
す
る
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
一
反
対
論
。
王
国
内
で
そ
の
訴
訟
が
終
結

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
上
訴
禁
止
法
に
逆
ら
う
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
(
教
会
法
学
者
で
あ
り
、
御
下
賜
金
係

Z
E
E
-
m
z
旨
E
C
S可

。

同

フ
ォ
ッ
ク
ス
博
士
ロ

Z，

R
に
よ
る
反
論
。
皇
帝
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
征
服
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
王
国
内
で
流
布
し
て

開
ロ

m
F
E
で
あ
る
)

い
る
噂
。
⑦
王
の
結
婚
が
行
わ
れ
た
こ
と
。
⑧
ノ

1
フ
ォ
ー
ク
公
が
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
(
教
皇
と
フ
ラ
ン
ス
王
と
の
間
で
行
わ

れ
る
)
ニ

l
ス
会
談
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
い
う
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
予
測
。
⑨
王
が
ア
ン
と
の
結
婚
に
際
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
民
に
財
政
的
援

助
を
す
る
よ
う
命
令
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
ア
ン
の
評
判
の
低
さ
。
⑩
王
が
口

l
マ
に
人
を
派
遣
し
、

体
の
)
公
会
議
の
こ
と
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
人
が
送
ら
れ
た
こ
と
。

口
}
マ
か
ら
も
(
キ
リ
ス
ト
教
界
全

五
月
に
入
る
と
、

五
日
に
ヘ
ン
リ
l
八
世
は
キ
ャ
サ
リ
ン
の
も
と
に
王
の
代
理
を
遣
わ
し
、
キ
ャ
サ
リ
ン
自
身
の
権
利
を
守
る
た
め
、

カ
ン

タ
ベ
リ

i
大
司
教
法
廷
の
前
に
キ
ャ
サ
リ
ン
を
召
喚
し
た
。
し
か
し
キ
ャ
サ
リ
ン
は
教
皇
以
外
の
者
に
よ
る
判
決
を
拒
否
し
、
出
廷
し
よ
う
と

は
し
な
か
っ
た
。

(i)
「
私
(
シ
ャ
ピ
ュ
イ
)
が
先
月
八
日
付
の
皇
帝
の
手
紙
を
受
け
取
っ
て
す
ぐ

ι王
記
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
(
皇
官
か
ら
手
紙
が
き
た
こ

と
を
)
伝
え
る
と
王
妃
は
非
常
に
喜
び
、
慰
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
の
皇
帝
が
自
分
の
こ
と
に
関
心
を
払
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
再

認
識
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
王
妃
の
心
の
平
安
の
源
で
あ
る
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
界
の
平
和
の
鍵
で
あ
る
皇
帝
の
繁
栄
を
知
っ
て
喜
び
ま

し
た
。
王
妃
が
上
訴
し
た
り
、
抗
議
し
た
り
、
あ
る
い
は
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
に
嘆
願
し
た
り
す
る
こ
と
辻
、
議
会
を
通
過
し
た
先
の
法
の

た
め
に
反
乱
罪
と
な
る
の
で
あ
り
¥
大
逆
罪
を
犯
し
た
罷
を
科
さ
れ
る
の
で
あ
与
ま
す
。
そ
し
て
昇
天
祭
の
穀
に
離
婚
の
判
決
を
出
す
と
い
う

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
の
決
意
を
阻
止
し
た
り
、
遅
ら
せ
た
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
悟
っ
て
、
王
妃
は
上
訴
を
断
念
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。
」

こ
の
記
載
は
、
二

O
段
落
に
分
か
れ
て
い
る
こ
の
書
簡
の
筆
頭
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ピ
ユ
イ
が
荒
妃
の
眠
か
れ
た
状
態
を

第
一
に
皇
帝
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
い
え
る
。
そ
し
て
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
記
述
も
王
妃
に
つ
い
て
の
報
告
の
中
で
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簡
単
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
(
①
)
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
こ
こ
で
も
王
妃
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
か
と
い
う
視
点
を
中
心
に
上
訴
禁
止

法
を
み
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

(

H

U

)

「
私
(
シ
ャ
ピ
ュ
イ
)

が
見
る
限
り
、
も
し
王
妃
が
議
会
の
こ
の
法
に
従
わ
な
け
れ
ば
王
は
非
常
に
喜
び
、

(
そ
れ
を
)
王
妃
の
扱
い

を
悪
く
す
る
口
実
に
す
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
(
王
妃
が
従
わ
な
い
よ
う
な
)
折
に
は
王
妃
を
裁
く
こ
と
に
な
る
貴
族
た
ち
に
王
は
王
妃
に
対
す

る
有
罪
判
決
を
出
さ
せ
、
前
述
の
法
で
定
め
ら
れ
た
罰
を
王
妃
に
受
け
さ
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
貴
族
た
ち
は
巧
み
な
企
て
に
乗
せ

ら
れ
て
判
決
を
出
す
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
王
の
要
求
を
支
持
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
ま
す
。
ま
た
同
じ
理
由
か
ら
王
妃
は

上
訴
す
る
べ
き
で
は
な
い
と

(
自
ら
)
考
え
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

こ
れ
は
三
段
落
日
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
王
妃
が
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
法
廷
に
出
頭
し
な
い
た
め
、
裁
判
に
訴
え
る
権
利
を

取
り
上
げ
ら
れ
、
王
妃
の
(
既
に
な
さ
れ
て
い
る
)
上
訴
が
取
り
消
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
後
(
②
)
に
記
さ
れ
て
い
る
口

(ロ
l
マ
へ
の
)
上
訴
ま
た
王
妃
の
今
後
の
処
遇
に
と
っ
て
、
こ
の
上
訴
禁
止
法
が
障
害
と
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
王
妃
の

る
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
よ
う
。

が
(
王
妃
の
権
利
を
守
る
た
め
)
自
ら
の
判
断
で
王
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
の
趣
旨
を
、
ま
た
そ
の
手
紙
の
中

(
辺
)

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
破
門
の
問
題
を
国
王
顧
問
会
議
毘
認
が
司

E
d
n
。5
色
に
集
ま
っ
た
王
の
重
臣
た
ち
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
そ
の
概

略
を
説
明
し
た
時
、
(
ア
ン
・
ブ
l
リ
ン
の
父
で
あ
る
)
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ

l
伯
昏

σ
gユ
え
当
日
ω
E
B
は
大
変
驚
い
て
立
ち
上
が
り
、
苛
立
ち
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
「
こ
の
手
紙
は
非
常
に
お
か
し
い
。
こ
の
王
国
内
の
誰
か
、
も
し
か
し
た
ら
重
要
人
物
か
も
し
れ
な
い
が
(
キ

(
…

m) 
「
私
(
シ
ャ
ピ
ュ
イ
)

ャ
サ
リ
ン
を
暗
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
)
、
そ
の
よ
う
な
者
が
書
い
た
よ
う
な
手
紙
だ
。
こ
の

(
様
な
内
容
の
)
手
紙
を
書
い
た
者
は

(そ

の
者
の
)
身
体
も
財
産
も
先
の
法
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
そ
の
法
の
こ
と
を
伯
は
王
の
命
令
で
私
に
知
ら
せ
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。
」

こ
の
記
載
は
一

O
段
落
日
の
も
の

(
⑥
)
 
で
あ
る
。
こ
れ
は
王
妃
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
法
廷
へ
の
召
喚
に
対
す
る
シ
ャ
ピ
ュ
イ
に
よ
る
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非
難
に
対
し
て
、
ま
た
シ
ャ
ピ
ユ
イ
が
王
妃
の
権
和
を
擁
護
す
る
た
め
王
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
に
対
し
て
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
l
拾
が
示
し
た
反

応
で
あ
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
い
た
手
紙
を
読
み
、
王
に
近
い
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
;
伯
が
上
一
誌
禁
止
法
の
こ
と
を
持
ち
出
す
こ
と
で
帝
菌
側
の
動

き
を
牽
制
約
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(

a

W

)

「
私
(
シ
ヤ
ゼ
ユ
イ
)
誌
王
に
王
や
王
の
重
臣
た
ち
が
根
拠
と
し
て
い
る
法
試
有
効
で
は
な
い
と
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
理
由
を

い
く
引
か
述
べ
て
お
き
ま
し
た
。
ま
た
例
え
そ
の
誌
が
有
効
で
あ
っ
て
も
王
妃
に
は
適
用
さ
れ
え
な
い
し
、
適
用
さ
れ
る
は
ず
も
な
い
、
そ
の

理
市
は
話
し
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
と
話
し
て
お
き
ま
し
た
。
」

こ
れ
は
一
一
段
落
自
に
記
載
さ
れ
て
い
る
(
⑥
)
。
こ
の
記
述
は
ス
ペ
イ
ン
や
ナ
ポ
リ
の
高
位
聖
職
者
ま
た
パ
リ
大
学
は
王
妃
を
擁
護
し
て

い
る
と
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
王
に
述
べ
た
後
に
書
か
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
ロ
ー
マ
法
な
ど
の
権
威
を
も
ち
出
し
て
、
自
分
の
主
張
む
正
当
性

を
王
に
訴
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
む

(

V

)

「
私
(
シ
ャ
ピ
ュ
イ
)
が
自
ら
の
権
問
で
行
え
る
こ
と
を
実
析
す
る
と
主
張
し
た
の
で
、
初
度
も
返
答
や
反
論
が
操
り
返
さ
れ
、
王
の

前
一
読
た
ち
は
既
日
述
べ
た
(
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
拠
乱
い
陥
れ
か
ね
な
い
)
ょ
う
令
迷
惑
を
考
蔵
し
て
ほ
し
い
と
再
喪
私
に
頼
み
ま
し
た
り

遂
に
こ
人
の
科
事
宮
内
町
ゆ
(
ブ
オ
ツ
ク
ス
博
士
と
教
会
法
学
者
で
ウ
ィ
ン
ザ
!
首
席
一
叫
ん
帆
別
で
あ
る
サ
ン
ブ
ソ
ン
博
士
口
三
紅
白
唱
窓
口
)
が
倒
的
の

法
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
と
ま
じ
ゐ
く
さ
っ
て
私
に
懇
願
し
ま
し
た
。
そ
の
法
文
の
写
し
を
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ

l
信
は
擁
に
抱
え
て
お
り
、
そ
紅
は

大
き
な
巻
紙
で
し
た
む
」

(
毒
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
菌
王
顧
問
会
議
で
の
シ
ャ
ピ
ュ
イ
と
重
臣
た
ち
と
の
議
論
の
終
わ
り

の
部
分
に
出
て
く
る
一
記
述
で
あ
る
。
王
の
重
臣
速
が
上
訴
禁
止
法
を
事
常
に
重
規
し
、
こ
れ
を
膏
国
側
へ
の
武
器
と
し
て
用
い
る
つ
も
り
で
あ

る
と
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
感
じ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
に
示
怒
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
こ
の
法
文
を
実
際
に
見
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

被
が
こ
の
法
に
関
し
て
蛤
く
印
象
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
c

以
上

hegな
P
E内
定
詰
所
収
丹
、
ン
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
忠
清
に
亮
一
て
士
書
簡
の
中
で
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
上
訴
禁
止
法
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
笛
所

こ
れ
辻
一
三
段
落
百
に
書
か
、
れ
て
い
る
こ
と

ハ
υto 
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(
お
)

を
示
し
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
第
一
に
こ

の
一
五
三
三
年
一
月
か
ら
一
五
三
三
年
六
月
ま
で
の
書
簡
に
於
い
て
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
最
も
関
心
を
持
ち
、
皇
帝
に
伝
え
た
か
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
情
報
の
第
一
は
王
妃
の
権
利
が
守
ら
れ
て
い
る
か
、
王
妃
の
処
遇
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
に
於
け

る
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
記
述
は
全
体
か
ら
す
る
と
わ
ず
か
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
上
訴
禁
止
法
の
内
容
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
部
分
も
そ
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
か
ら
す
る
と
こ
の
王
妃
の
問
題
と
の
関
連
で
の
み
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
エ
ル
ト
ン
が
指
摘
す
る
何
B
1
3と
い
う
語
は

こ
れ
ら
一
五
三
三
年
の
帝
国
大
使
書
簡
の
史
料
に
は
ひ
と
つ
も
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
上
訴
禁
止
法
の
趣
旨
を
相

当
把
握
し
て
お
り
、
そ
の
法
文
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
か
な
り
具
体
的
に
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
語
に
全
く

(M) 

言
及
し
て
い
な
い
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
報
告
は
非
常
に
詳
細
で
ま
た
量
も
多
く
、
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
動
き
を
十
日
に
一
度
ぐ
ら
い
の
間
隔
で

本
国
に
通
信
し
て
い
る
。
開
E
1
2
や
何
百
宮

B
円
の
語
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
合
意
に
つ
い
て
、
こ
の
時
点
で
帝
国
に
伝
え
る
べ
き
重
要
な
情
報

の
ち
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
権
を
画
す
る
重
要
な
制
定
法
と
み
な
さ
れ
る
よ
う

と
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

に
な
っ
た
上
訴
禁
止
法
で
は
あ
る
が
、
仮
に
一
五
三
三
年
の
時
点
で
制
定
者
側
に
そ
の
意
図
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
制
定
当
時
は
少
な
く
と
も
大

陸
側
に
は
上
訴
禁
止
法
に
込
め
ら
れ
た
開
E
立
月
の
意
図
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

一
五
三
三
年
二
月
一
四
日
の
皇
帝
に
宛

て
た
書
簡
の
中
に
、
あ
る
博
士
が
ノ

l
フ
ォ
ー
ク
公
に
語
っ
た
「
結
婚
の
裁
判
権
は
こ
の
王
国
の
皇
帝
命
日
℃

2
2
で
あ
る
王
に
属
す
る
の
で

(
お
)

あ
る
。
」
と
い
う
一
節
を
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
既
に
載
せ
て
い
る
。

一
五
三
三
年
以
前
か
ら
既
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
が
巴
同
戸
円
)-5
や
何
百
円
)
2
2
と
い

う
語
を
意
図
的
に
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
帝
国
大
使
も
す
で
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
こ
の
事
実
は
よ
く
示
し
て
い
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
帝
国
大
使
と
し
て
の
関
心
の
第
一
は
、
上
訴
禁
止
法
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
権
主
張
宣
言
で
あ
る

と
い
う
理
念
的
な
面
よ
り
も
、
む
し
ろ
上
訴
禁
止
法
が
与
え
る
具
体
的
な
影
響
に
関
心
が
向
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当
然
予
測
さ
れ
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
こ
れ
と
関
連
し
て
第
三
に
上
訴
禁
止
法
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
囲
内
で
、
特
に
議
員
た
ち
ゃ
聖
職
者
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
た

(
お
)

こ
と
を
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
毛
織
物
の
取
引
に
関
す
る
こ
と
以
外
は
記
載
し
て
い
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
当
時
、
上
訴
禁
止
法
が
イ
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ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
与
え
る
第
一
の
影
響
は
通
商
問
題
で
あ
る
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
で
も
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
最
後
に
シ
ャ
ピ
ユ

イ
が
こ
の
時
期
に
書
簡
の
中
で
取
り
上
げ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
話
題
は
ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
対
外
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
話
題
は
王
妃
や
王
女
の
問
題
以
外
に
は
①
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
②
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

と
の
関
係
③
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ブ
ラ
ン
ド
ル
と
の
通
商
問
題
④
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ド
イ
ツ
諸
侯
と
の
関
係
⑤
教
皇
と
フ
ラ
ン
ス
王
と
の
ニ

l
ス

会
談
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
外
交
使
節
で
あ
る
シ
ャ
ピ
ユ
イ
に
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
の
視
点
は
あ
く
ま
で
も
神
聖
ロ

l
マ
帝
国

人
の
国
際
的
な
視
点
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
E
立
お
に
込
め
た
含
意
は
特
別
新
規
な
も
の
と
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
に
理
解
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
三
節

皇
帝
の
上
訴
禁
止
法
に
対
す
る
反
応

シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
こ
の
よ
う
に
上
訴
禁
止
法
を
理
解
し
、
そ
れ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
情
報
と
し
て
書
簡
で
皇
帝
の
も
と
に
送
っ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
受
け
取
っ
た
皇
帝
側
の
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
で
議
論
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
皇
帝

が
と
っ
た
措
置
を
ど
塁

S

U寺
誌
に
収
録
さ
れ
た
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
の
内
容
に
関
す
る
文
書
、
ま
た
な
寺

3
S弘
司
令
、
雲
、
討
に
収
録
さ
れ

た
皇
帝
か
ら
ロ

l
マ
駐
在
大
使
へ
の
書
簡
二
通
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

(
1
)
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
で
の
議
論

「
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
出
発
し
た
ロ
ド
リ
l
ゴ
・
ダ
ヴ
ァ
ロ
ス
問
。
号
一
向
。
ロ
ぜ

g-2
に
宛
て
て
書
簡
を
送
る
た
め
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
結
婚
問
題

一
五
三
コ
一
年
五
月
末

に
関
し
て
皇
帝
と
と
も
に
協
議
し
た
こ
と
。

王
が
王
妃
と
の
結
婚
を
無
効
に
し
、

ア
ナ
・
デ
・
ブ
l
ラ
ン
ス
〉
E
5
母
国
己

g
ω
(ア
ン
・
ブ

I
リ
ン
の
こ
と
)
と
公
に
結
婚
し
た
の
で
、

次
の
よ
う
な
点
が
考
慮
さ
れ
る
べ
し
。

一
八
年
間
王
妃
と
明
ら
か
に
結
婚
生
活
を
送
り
、
王
位
を
継
承
す
べ
き
王
女
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
六
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年
前
離
婚
へ
と
進
む
た
め
に
カ
ン
ベ
ジ
ョ
と
ヨ

l
ク
枢
機
卿
に
そ
の
離
婚
訴
訟
(
の
判
決
)
を
委
ね
る
よ
う
な
事
態
を
王
は
招
い
た
。
.

皇
帝
は

(ロ
l
マ
に
)
数
人
の
者
た
ち
を
送
っ
た
り
、
書
簡
を
送
っ
た
り
し
て
そ
の
問
題
(
の
決
定
)
を
教
皇
に
委
ね
た
。
・
・
・
・
・
・
・
・
ま

た

(
皇
帝
と
教
皇
と
の
)
ボ
ロ

l
ニ
ャ
で
の
会
談
に
於
い
て
も
(
そ
れ
を
教
皇
に
委
ね
た
)
。
そ
の
結
果
、
王
の
結
婚
を
阻
止
す
る
た
め
に

(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
)
教
皇
教
室
日

σユ
止
が
送
ら
れ
た
。
し
か
し
王
は
決
し
て
そ
れ
に
従
お
う
と
し
な
い
ば
か
り
か
、
キ
ャ
サ
リ
ン
が
王
妃
を
称

す
る
こ
と
を
も
禁
じ
た
。
(
皇
帝
が
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
た
め
)
次
の
よ
う
な
諸
点
が

(
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
で
)

提
案
さ
れ
た
。
①
裁
判
に
よ
る
手
段

②
軍
隊
に
よ
る
手
段

③
裁
判
と
軍
隊
に
よ
る
手
段
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
問
題
点
が
あ
る
。
①
は
適
当

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
審
理
は
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
宗
教
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
良
心
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
王
妃

キ
ャ
サ
リ
ン
と
王
女
メ
ア
リ
l
の
権
利
維
持
の
た
め
こ
の
会
議
で
い
く
つ
か
の
こ
と
が
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
二
つ
問
題
点

が
あ
る
。

(
1
)
王
は
判
決
に
従
お
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
先
の
布
告
の
こ
と
を
考
え
る
と
。

(
2
)
教
皇
は
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
王
の
こ
と
に
関
し
て
非
常
に
冷
淡
で
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
。
王
妃
と
王
女
は
そ
の
訴
訟
手
続
き
の
聞
苦
し
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
②
の

(
他
国
の
)
援
助
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
(
軍
事
行
動
は
)

軍
隊
に
よ
る
手
段
は
現
在
の
状
況
を
考
え
る
と
危
険
で
あ
る
。
王
は

ト
教
界
全
体
、
特
に
帝
国
の
領
土
を
危
険
に
晒
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
・
・
・
・
・
・
・
・
皇
帝
は
王
妃
に
対
し
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ

キ
リ
ス

は
(
皇
帝
の
)
私
的
な
問
題
で
あ
る
。
(
公
的
な
問
題
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
)
・
・
・
・
・
・
・
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
使
に
書
簡
を
送
っ
て
、

「
王
妃
に
対
す
る
義
務
を
果
た
す
よ
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
に
対
し
て
皇
帝
が
強
く
訴
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
?
」
と
聞
く
べ
き
か
。
シ

ャ
ピ
ュ
イ
は
「
ア
ナ
(
ア
ン
・
ブ
l
リ
ン
)
が
王
妃
や
王
女
を
足
蹴
に
す
る
の
で
は
な
い
か
心
配
だ
」
と
書
い
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」

こ
の
文
書
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
先
の
布
告
」
と
い
う
表
現
が
上
訴
禁
止
法
を
さ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
上
訴
禁
止
法
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

王
側
が
教
皇
の
判
決
に
従
わ
な
い
と
い
う
意
志
を
明
白
に
表
し
た
も
の
と
し
て
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
で
は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ

こ
か
ら
わ
か
る
。
し
か
し
大
使
の
理
解
と
は
異
な
り
、
キ
ャ
サ
リ
ン
の
問
題
を
皇
帝
の
私
的
な
問
題
と
理
解
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
皇
帝

(
顧
問
)
会
議
は
結
局
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
軍
隊
派
遣
と
い
う
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
要
請
し
た
措
置
を
採
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

神聖ローマ帝国大使の見たヘンリー八世の離婚問題63 



N
h号。

a
g弘
、
ミ
ミ
ω
の
中
で
は
こ
の
五
月
末
の
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
の
報
告
に
続
い
て
二
通
の
皇
帝
書
簡
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
は
っ
き

り
と
し
た
日
付
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
に
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
。

カ
ー
ル
五
世
か
ら
ロ

l
マ
駐
在
大
使
へ
の
指
示

(
2
)
 

① 

「
王
妃
キ
ャ
サ
リ
ン
の

(ロ

l
マ
駐
在
)
顧
問
官
や
擁
護
者
の
集
ま
り
で
審
議
に
供
す
る
べ
く
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
で
議
論
さ
れ
た
こ

と
を
大
使
に
告
げ
る
。
迅
速
に
裁
判
を
行
う
こ
と
が
最
上
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
聖
務
執
行
停
止
令
は

(
教
皇
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
に

対
し
て
与
え
ら
れ
る
)
懲
戒
罰
と
し
て
は
度
を
越
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
下
さ
れ
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

停
止
令
が
下
さ
れ
て
も
)
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
々
は
聖
務
執
行
停
止
令
を
敢
え
て
遵
守
し
よ
う
と
し
な
い
だ
ろ
う
し
、

大
部
分
の
者
は
離
婚
に
反
対
し
て
お
り
、
聖
務
執
行
停
止
令
に
よ
っ
て
被
害
を
蒙
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
に
い
る
余
の

(
と
い
う
の
は
聖
務
執
行

(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
)

人
民
(
商
人
た
ち
)
も
被
害
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
聖
務
執
行
停
止
令
の
下
に
あ
る
者
は
通
商
を
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

こ
の
史
料
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
大
部
分
の
も
の
が
王
の
離
婚
問
題
に
反
対
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
生
活
の
糧
で
あ
る
ネ
l
デ
ル

ラ
ン
ト
と
の
通
商
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
納
得
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
皇
帝
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
皇
帝
の
指

一
不
か
ら
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
の
う
ち
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
離
婚
に
納
得
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
)
皇
帝
に
と
り
都
合
の

よ
い
情
報
の
み
に
基
づ
き
、
楽
観
的
な
判
断
が
皇
帝
と
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
で
下
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
興
味
深
い
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
書
簡

の
内
容
か
ら
、
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
の
議
論
を
、
つ
け
て
、
皇
帝
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
軍
事
介
入
に
対
す
る
要
請
を
顧
慮
せ
ず
、

戦
争
を
回
避
す
る
政
策
を
採
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
。

②
「
カ

I
ル
五
世
か
ら

(ロ

l
マ
駐
在
帝
国
大
使
)
シ
フ
エ
ン
テ
ス

C
E
S常
ω
と
ロ
ド
リ
l
ゴ
・
ダ
ヴ
ァ
ロ
ス
へ
の
指
示
」

「
あ
な
た
が
た
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
離
婚
に
つ
い
て
の
情
報
を
既
に
得
て
い
る
。
シ
フ
エ
ン
テ
ス
は
王
が
教
皇
の
謹
責
を
無
視
し
て
、
教

皇
庁
に
よ
る
王
の
離
婚
に
つ
い
て
の
判
決
前
に
ア
ン
と
結
婚
し
た
と
い
う
評
判
が
ロ

l
マ
で
広
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
き

た
。
同
様
の
噂
が
フ
ラ
ン
ス
で
も
立
っ
た
の
で
あ
る
が
、
余
は
そ
の
こ
と
を
三
日
前
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
駐
在
大
使
の
手
紙
か
ら
確
認
す
る
ま
で
は
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(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
)
大
使
は
さ
ら
に
キ
ャ
サ
リ
ン
が
王
妃
を
称
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
他

信
じ
た
く
な
か
っ
た
。

の
詳
細
を
付
け
加
え
て
書
い
て
き
た
。
・
・
・
・
・
・
・
・
ロ
ド
リ
l
ゴ
は
で
き
る
だ
け
早
く
ロ

l
マ
に
赴
き
、
シ
フ
エ
ン
テ
ス
と
と
も
に

(
離
婚
訴
訟

に
お
い
て
)
王
妃
を
弁
護
す
る
者
た
ち
と
協
議
す
べ
し
。
そ
し
て
王
妃
の
権
利
維
持
の
た
め
の
、
ま
た

を
無
効
に
す
る
た
め
の
最
上
の
方
法
を
考
え
る
べ
し
。
既
に
な
さ
れ
た
決
定
(
教
皇
に
王
の
離
婚
訴
訟
の
判
決
を
早
く
下
す
よ
う
に
迫
る
こ
と
)

(
王
の
)

ア
ン
・
ブ

l
リ
ン
と
の
結
婚

を
主
張
す
る
こ
と
が
良
い
の
か
、
そ
れ
と
も
王
妃
の
権
利
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
最
良
な
の
か
ど
う
か

(
話
し
合
う
べ
し
)
。
そ
し
て
ま
た
王

に
王
の
情
婦
を
追
い
出
さ
せ
る
た
め
の
方
法
、
ま
た
で
き
れ
ば
教
皇
庁
か
ら
託
さ
れ
て
い
る

(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
)
王
国
を
王
か
ら
取
り
上
げ
る

最
上
の
方
法
を
考
え
る
べ
し
。
そ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
先
の
布
告
が
、
王
と
ア
ン
・
ブ

1
リ
ン
が
聖
務
執
行
停
止
令
に
ほ
と
ん
ど
顧
慮
し
て

い
な
い
よ
う
な
恐
れ
を
抱
か
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

(
教
皇
に
よ
る
)
懲
戒
罰
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
科
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
と

ブ
ラ
ン
ド
ル
と
の
通
商
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
皇
帝
は
聖
務
執
行
停
止
令
を
一
つ
の
司
教
区
ま
た
は
王

の
居
住
地
に
の
み
限
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
駐
在
大
使
と
協
議
し
て
王
妃
や
王
女
を
守
る
方
法
を
検
討
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

い
る
。
ま
た
教
皇
に
対
し
て
伝
え
る
べ
き
皇
帝
の
意
向
と
し
て
、
①
判
決
を
出
す
こ
と
②
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
へ
の
罰
と
し
て
)
世
俗
の
武
力

こ
の
文
書
に
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
続
く
。
皇
帝
は

(
皇
帝
の
軍
事
力
)
に
訴
え
る
前
に
教
皇
自
ら
が
罰
を
科
す
こ
と
を
考
え
る
こ
と
③
キ
ャ
サ
リ
ン
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
出
国
を
回
避
さ
せ

る
こ
と
④
フ
ラ
ン
ス
王
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
玉
が
情
婦
と
別
れ
る
よ
う
に
説
得
し
て
も
ら
う
よ
う
に
教
皇
が
フ
ラ
ン
ス
王
に
要
請
す
る
こ
と
を

不
し
て
い
る
。

こ
の
上
訴
禁
止
法
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
先
の
布
告
)
が
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
法
に
よ
り
聖
務
執
行
停
止
令
が
王
や
ア
ン
に
よ
っ
て
顧

慮
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
恐
れ
を
皇
帝
が
抱
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
皇
帝
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
や
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
と
同
じ
よ
う
に
、
王
妃

や
王
女
の
権
威
の
維
持
や
彼
ら
の
処
遇
に
大
変
気
を
配
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
皇
帝
の
第
一
の
懸
念
は
、
聖
務
執
行
停
止
令
や
懲
戒
罰
に
よ
っ

て
ス
ペ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
ル
と
の
通
商
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
皇
帝
は
あ
く
ま
で
も
戦
争
を
回
避
し
た
い
と
い
う
意
志
を
持
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っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
書
簡
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
今
ま
で
の
対
応
を
変
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
皇
帝
の

指
示
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
直
接
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
結
婚
の
事
実
そ
し
て
王
妃
キ
ャ
サ
リ
ン
が
王
妃
の
称
号
を
剥
奪
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
に
起
因
し
、
上
訴
禁
止
法
制
定
に
よ
っ
て
そ
れ
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
こ
の
皇
帝
の
書
簡
の
中
で
は
、
皇
帝
が
シ
ャ

ピ
ュ
イ
の
書
簡
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
結
婚
の
事
実
を
確
認
し
、
そ
れ
に
よ
り
皇
帝
の
指
示
を
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る

Q

こ
の
記
述
か
ら
皇
帝
が
最
終
的
な
事
実
確
認
の
権
威
付
け
手
段
と
し
て
シ
ャ
ピ
ユ
イ
の
伝
達
を
利
用
し
、
そ
の
点
で
シ
ャ
ピ
ュ
イ
を
重

ん
じ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
皇
帝
は
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
も
た
ら
す
情
報
の
う
ち
、
自
身
の
判
断
に
都
合
の
良
い
も

の
を
選
択
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

王
妃
キ
ャ
サ
リ
ン
の
利
益
を
守
る
と
い
う
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
使
命
を
考
え
る
と
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
シ
ャ
ピ
ユ
イ
に
と
っ
て
こ
の
上
訴
禁

止
法
は
、
王
妃
の
処
遇
を
め
ぐ
る
問
題
以
外
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て
現
実
に
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

一
五
二
九
年
以
来
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
使
を
務
め
、
諸
々
の
対
ロ

l
マ
政
策
が
案
出
さ
れ
る
の
を
眺
め
て
き
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
に
は
、
こ
の
上
訴
禁

止
法
が
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
ロ

l
マ
と
の
断
絶
を
示
す
も
の
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
こ

の
法
の
制
定
を
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
け
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
、
王
妃
に
と
っ
て
の
損
害
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
そ
の
よ
う
な
捉
え

方
は
ま
た
当
時
、
議
会
で
の
反
論
を
別
に
す
れ
ば
、
上
訴
禁
止
法
制
定
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
特
に
大
き
な
抵
抗
運
動
を
生
じ
さ
せ

は
し
な
か
っ
た
こ
と
を
も
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
期
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
駐
在
し
て
い
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
大
使
も
こ
の
上
訴
禁
止

法
を
特
に
重
要
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
は
お
ら
ず
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
離
婚
問
題
に
於
け
る
ひ
と
つ
の
出
来
事
と
し
て
本
国
に
伝
え
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。

皇
帝
と
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
こ
の
離
婚
問
題
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
伝
え

た
こ
の
上
訴
禁
止
法
に
か
な
り
注
目
し
て
い
た
こ
と
も
こ
の
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
皇
帝
が
第
一
に
懸
念
し
た
の
は
こ
の
法
に
よ

り
ス
ペ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
ル
と
の
通
商
が
損
な
わ
れ
る
の
で
な
い
か
と
い
う
経
済
的
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
教
皇
の
権
威
が
脅
か
さ
れ
て
キ
リ
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ス
ト
教
界
の
平
和
が
乱
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
皇
帝
は
こ
の
法
に
よ
り
教
皇
の
権
威
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し

て
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
教
皇
権
が
排
除
さ
れ
る
と
ま
で
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
と
皇
帝
や
皇
帝
の
顧
問
官
の

上
訴
禁
止
法
に
対
す
る
関
心
は
キ
ャ
サ
リ
ン
の
離
婚
訴
訟
に
対
す
る
関
心
、
経
済
的
問
題
、
教
皇
や
皇
帝
の
威
信
維
持
以
上
の
も
の
は
示
さ
れ

て
は
い
な
い
。
彼
ら
に
は
こ
の
法
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
制
を
大
き
く
変
え
る
も
の
と
の
認
識
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
れ
ら
の

史
料
か
ら
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
上
訴
禁
止
法
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
皇
帝
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
情
報
と
し
て
報
告
し
た
の
か
、
ま
た
シ
ャ
ピ
ユ
イ
の
書

簡
を
受
け
取
っ
た
後
、
皇
帝
側
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
か
を
見
て
き
た
。
シ
ャ
ピ
ユ
イ
の
書
簡
は
こ
れ
ま
で
王
の
離
婚
問
題
の
事
実

に
関
す
る
事
柄
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
視
点
だ
け
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
に
残
さ
れ
た
史
料
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
に
関
す
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
事
実
の
確
認
を
す
る
と
い
う
観
点
で
用
い
ら
れ
る
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
し
か
し
本
稿
で
は
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
よ
り
も
、
王
の
離
婚
問
題
が
、
外
国
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い

う
視
点
を
重
視
し
、

Meg怠
h
ミ
な
お
や
守
司
令
3
b
s弘
、
お
も
さ
に
含
ま
れ
て
い
る
帝
国
大
使
の
書
簡
、
皇
帝
の
書
簡
を
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
や

全
体
の
内
容
、
置
か
れ
た
位
置
な
ど
も
含
め
検
討
し
た
。
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
赴
任
し
た
帝
国
大
使
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
出
来
事
の
ど
の

よ
う
な
点
に
注
目
し
て
い
た
の
か
、
何
を
本
国
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
と
思
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
外
か
ら
の
視
点
を
探
る
の
に
こ
れ

ら
の
史
料
が
役
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
た
と
考
え
る
。

皇
帝
側
は
概
し
て
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
通
信
の
内
容
を
重
ん
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
中
に
一
不
さ
れ
た
情
報
の
内
容

と
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
あ
と
皇
帝
や
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
の
内
容
と
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
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あ
る
。
け
れ
ど
も
皇
帝
や
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
の
政
策
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
要
請
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が
皇
帝
に
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
対
す
る
戦
争
を
お
こ
す
よ
う
懇
願
し
た
こ
と
は
決
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
皇
帝
は
は
っ
き
り
と
そ
れ
を
拒
絶
し

(
必
)

て
い
る
。
ま
た
皇
帝
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
通
商
を
妨
害
す
る
こ
と
を
も
望
ま
な
か
っ
た
。
皇
帝
側
の
政
策
は
あ
く
ま
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の

摩
擦
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
妨
げ
な
い
範
囲
で
キ
ャ
サ
リ
ン
を
擁
護
す
る
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
が

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
遣
わ
さ
れ
る
時
に
皇
帝
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
と
皇
帝
側
の
政
策
を
見
て
い
く
と
、
そ
こ
に
帝
国
大
使
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
果
た
し
た
役
割
と
彼
の
示
し
た
限
界
が
見
え
て

く
る
。
当
時
の
駐
在
大
使
の
第
一
の
役
目
は
情
報
を
で
き
る
だ
け
集
め
、
そ
れ
を
処
理
、
選
択
し
て
急
送
公
文
書
と
し
て
本
国
に
送
付
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

一
六
世
紀
の
他
の
帝
国
大
使
の
書
簡
に
比
べ
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
は
送
付
回
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
分
量
が
非
常
に
多
い
こ

と
か
ら
み
る
と
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
そ
の
任
務
を
十
分
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は
キ
ャ
サ
リ
ン
を
守
る
と
い
う
使
命
に
対
し

て
も
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
シ
ャ
ピ
ユ
イ
が
も
た
ら
し
た
情
報
は
、
大
使
と
し
て
の

使
命
に
適
う
情
報
と
い
う
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
同
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
園
内
の
視
点
の
み
か
ら
で
は
決
し
て
見
え
て
こ
な
い
部
分
を
含
ん

で
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
外
は
こ
の
時
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
ヘ
ン
リ
l
八
世
の
離

婚
問
題
の
解
釈
は
よ
り
豊
か
な
も
の
と
な
る
こ
と
と
信
じ
る
。

本
稿
で
は
帝
国
大
使
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
に
つ
い
て
の
分
析
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
複
雑
な
国
際
関
係
の
中
に
お
か
れ
て
い
た
当
事

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
情
報
が
当
時
の
人
々
の
目
に
ど
う
映
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
に
は
、
在
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
使
の
書
簡
や
在
ロ

l
マ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
使
の
書
簡
の
詳
し
い
分
析
も
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
稿
を
改

め
て
考
察
し
た
い
。

68 49号お茶の水史学



刷
出

E
寝
糧
(
も
割
〈
l
b
入
ぐ
ど
困
(
も
円
相
}
リ
ポ
国
侮
ル
ド

l
ロ
劃
葉

(凶) L.MacMahon， The Ambassadors of Henry VIII， Ph. D. 

diss.， Univ. of Kent， 1999， p. 288. iH{.;! tγ れトー長入 ~fJ ~ 

世射程拭eモ!-~+<思~+0~坦司IIiた)~~醤栴P 主主〈血(詰~，J(- ';~ f-{ 

入ムZヘ'恒--<AJ~二Çì {';!lìI0~ 快 lト'f1~~~<R躯Jい幹線，..... Y 

題üII ~lャ濯や~~-R~瞳吋い二時 fJ 兵♂~~弐ート~tV~気J

4二醐〈布。{.;!~ャト~:t;引き〈醤ど..lj~単0~士♂ ~{.;!fJ ..lj~~♂

会 Lよ ~{.;!O tV~\J~1拭醤:」嵩-v fJ 心ゐ時々~-!Ù吹<R~心引い

えJ~吋小布4Eit長~非， Ciい 341e 4hd!術総~~O
J. A. Froude， The Divorce 01 Cαtherine 01 Aragon， 1891， 

rep.， 1970， 1ρndon， pp.229-242. 

(ド) G.Mattingly， Renαissance Dかlomacy，p.121. 

(∞) +1(車1~~+<運送 Qギ時~lêK~い~判 ~G.Mattingly~

吋l'QO G. Mattingly， Renaissance Diplomacy， pp.229・242.; 

idem， Eustache Chapuys and Spanish diplomacy in England 

(1488-1536) pp.194-218. 

(凸 G.Mattingly，Eustache Chapuys and Spanish diplomacy 

in England (1488-1536)， pp.2・91.;idem，“AHumanist 

Ambassador"， Journal 01 Modern History， vol. 4， 1932， pp. 

176・185.Mattingl y~ f J ~泡栴e程何 ~iト~Älペートl\ K

ムAJ~ \J~，~ト'Äl吋ヤ会1程::-Y F入与'出吋ャ~哩離援会).，;l~

(∞) 

σコ
t.D 

J.ーG.Ritz，“LeSavoyard Eustache ChapuisぺCαhier

d'Histoire， vol. 11， 1966， pp. 163圃 175.Ritz~ ，入品-'Al吋ャe程

l劃 P 叫権-R&\~同士{.;!起4g.制{.;!，入伊'Älペャ~+<思AJ~ い~~巳

の川
，
F
J
 

いJ
 

F

官占
。
)
[

出

(ー) 1 ).j:j l110社ピQ ぐ入 Pー〈車1~醤衷~lll盟斗E炉l'Qヤ入

~lト λ~l@K~極的やャ入 ~lト入~~主~~1民Lよ ~1眠時速E442

護者時;二ゐ P 時J~iトやまLよ~トな.，;l~~絡q.ごい~柄引;二 OA

F. Pollard， Henry VIII， London， 1951; G.R.Elton， England 

under the Tudors， 1ρndon， 1956， rep.， 1992 ; idem， Policy and 

Police:the Enlorcement 01 the Relormation in the Age 01 

Thomαs Cromwell，Cambridge，1972; A.].Dickens， Thomas 

Cromwellαnd the English Relormation， London， 1959; P. 

Hughes， The Relormαtion in England，NewYork，1954; 

J.J.Scarisbrick， Henry VIII ，London，1968; idem， The 

Rゆrmationand the English PeoPle， Oxford， 1984; C.Haigh， 

The English Relormation， Cambridge， 1983; idem， The 

English Relormation Revised， Cambridge ，1987; R.O' day， 

The Debate on the English R，ゆrmation，lρndon，1986. 

G . Mattingly， Renaissance Diplomacy， N ew Y ork， 1955， 

pp.51・188. iH{.;! Mattingly ~fJ ~制m~丑~担製求刑事{封印

刷隣~{.;!恒生存込手会~~い梶J エ ~1科会1桝鑑令l'Q吋小斗布

Çì{.;!-R~羅 γP 観#l+<主~AJ~ い明包~{.;!栴{';!+0 i込~{.;!程醤

人jさき&~~迫詣会lJ日矧~{.;!O

(的 G.Mattingly，Eustache Chapuys and Spanish diplomacy 

in England (1488・1536): A Study in the Development of 

Resident Embassie~ Ph.D.diss.， Univ. of Harvard， 1935. 

G.Mattingly， Catherine 01 Aragon， NewYork， 1960. 

( C'J) 

(司)



割
の
概
略
を
示
し
て
い
る
。

E
R
は
彼
の
属
す
る
リ
ヨ
ン
大
学
図
書

館
に
残
さ
れ
て
い
た
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
八
四
通
の
書

簡
(
一
五
二
九
年
か
ら
一
五
三
三
年
ま
で
)
の
写
し
を
偶
然
見
つ
け

た
こ
と
に
よ
り
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
研
究
を
始
め
た
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
生
年
に
関
す
る
史
料
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、

一
九
世
紀
末
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
墓
碑
か
ら
推
定
す
る
と
、
シ
ャ
ピ

ユ
イ
の
生
年
は
一
四
八
九
年
ら
し
い
。

(日
)

u

h

v

h

H

誌な』
N
h
ミ
町
内
話
、
。
戸

Z
L
)
山
江
戸
ケ
℃
・
。
ωmy
同
包

ω
2出。
F
E丘

窓
口
山
包
n
F
E
5
1問。

E
E
控
室
ω
旨
各
・
ヨ

8
・
HN3・同】・

ER--

P
N
N∞
w
g
-
N
品
・
(
但
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
未
見
。
以
下
同
様
)

(
ロ
)
の
・
富
山
芹
吉
岡
-F
同室内
N

珍包噌柏町内
-
b
e
目
。
遺
号
、
b
・可也・

(
日
)
出
主
-
b
・
邸
中
・
但
し
マ
ッ
テ
ィ
ン
リ
l
は
、
商
人
達
か
ら
の
情

報
が
シ
ャ
ピ
ュ
イ
に
と
っ
て
よ
り
有
益
で
あ
っ
た
理
由
に
は
言
及
し

て
い
な
い
。

(
日
)
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
書
簡
は
現
在
ウ
ィ
ー
ン
の
文
書
館

同
包
括
ユ
-nF
ロ
ロ
品
開
CEm--の
}
阿
国
内
凶
戸
田
中
国
。
HrE丘
∞
宮
内
界
ω
〉同・
nr・
(
以

下
関
-C
・
阿
国
内
同
己
中
国
。
小
口
・
∞
gmH-Z
〉
R
F・
と
略
す
)
に
保
管
さ
れ
て
い

る
o
M
N
S
誌な
p
h
Rな
お
の
編
者
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
に
よ
る
と
、
シ
ャ
ピ
ユ

イ
の
書
簡
は
非
常
に
価
値
が
あ
り
興
味
深
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
い

く
つ
か
の
欠
陥
を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
英
語
を
理
解
し
た
り
話
し
た

り
出
来
な
か
っ
た
シ
ャ
ピ
ユ
イ
は
、
ヘ
ン
リ

l
の
廷
臣
達
や
顧
問
官

達
と
話
を
す
る
時
に
は
ラ
テ
ン
語
を
用
い
、
書
簡
を
フ
ラ
ン
ス
語
で

書
い
た
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
急
送
公
文
書
は
ほ
と
ん
ど
自
筆
で
書
か
れ

て
い
る
が
、
暗
号
が
非
常
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ピ
ュ
イ
は

い
つ
も
正
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
を
用
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
書
簡
の

受
け
手
で
あ
る
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
の
書
記
達
は
し
ば
し
ば
暗
号
解
読
に

ミ
ス
を
重
ね
た
の
で
、
彼
の
文
書
は
時
に
は
不
明
瞭
な
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
フ
ル

l
ル
ス

2
2
2
ω
の
戦
い
二
七
九
四
年
)
の

後
、
ウ
ィ
ー
ン
に
帝
国
国
家
文
書
が
移
さ
れ
る
に
際
し
、
文
書
館
の

書
記
た
ち
に
よ
っ
て
保
存
の
た
め
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
簡
の
写
し
が
取

ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
未
完
の
写
し
は
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
同
様
、
今

は
ウ
ィ
ー
ン
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
写
し
の
み
が
保
存
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
る
。
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
日
付
や
裏
書
が
な
さ
れ
て
い
な

い
も
の
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
河
口
若
山
口
問
。
少
と
き
な

P
U
H司令戸

〈
。
】
」
〈
唱
℃
巴

1

昨
日
目
(
同
日
ω]{
ム
ω
ω
ω
)
・円。ロ【目。ロ
w

H

∞∞
N
・『巾
U
J
]
{

由。
P

H
E
B含
己
目
。
P
問者
-
N
。，

N
・
筆
者
は
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

史
料
を
参
照
し
よ
う
と
し
た
が
、
入
手
で
き
な
か
っ
た
。

(
日
)
司
・
の
司
自
問
。
タ
句
史
民
・
も
お
-
Mもおおな
p

h
ミ
町
内
誌
の
シ
リ
ー
ズ
は
補

遺
二
巻
を
含
め
る
十
五
巻
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
八
六
二
年
か
ら
一

九
五
四
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
日
)
本
稿
で
補
助
と
し
て
用
い
た
h
ミ

sb司
令
官

ag--F
民
話
尚
昆

mwH丘
gs-cmcmw己
σ可
』

ω
E
g
の包吋門目。ロ
O
F
円。ロ色。
P
同∞∞

N
W
B℃・・

5
8・
は
ヘ
ン
リ
l
八
世
の
全
統
治
期
間
で
あ
る
一
五

O
九
年
か
ら

一
五
四
七
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
外
の
文
書
を

集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
六
二
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
か

け
て

E
2
冨

agqω
∞
宮
民
。
宮
司

C
呂

2
か
ら
冨
『
・
回
活
者
。
『
と

巴円

-
V
E
g
の
包

E
2
2
の
編
集
、
指
導
の
下
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
叶
『
め
司
ロ

z
r
閉めの。同
1

己

C
E
n
m
w
(
か
つ
て
の
吾
。
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∞雷同角川匂

8
2
0
B
2
)
忌
ゆ
出
江
巳
ω
『
冨

5
2
E
-
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
諸
図
書
館
そ
し
て
他
の
公
共
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
ヘ
ン
リ
l
八
世
統
治
に
関
す
る
全
国
務
文
書
と
通
信
文

(
書
状
)
の
要
約
を
含
ん
で
お
り
、
回
口

2
2
や
宮
司
官
等
の
手
に

よ
っ
て
活
字
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
エ
ル
ト
ン
に
よ
る
と
一
九
世

紀
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
外
国
の
第
一
級
の
文
書
保
管
所
(
特
に
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
の
文
書
館
、
シ
マ
ン
カ
ス
、
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
、
ウ
ィ
ー
ン
に
あ

る
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
文
書
館
)
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
関
す
る
文

書
を
探
す
努
力
が
な
さ
れ
、
多
く
の
書
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
ら

は
、
囲
内
篇
と
外
国
篇
に
わ
け
る
こ
と
な
く
編
纂
さ
れ
て
い
た
当
時

の
h
ミ
町
内
誌
除
、
応
、
。
誌
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
。
ゎ
・
同
・
巴
E
P
Mコ宮

、
ミ
ミ
S

A

¥
尽
き
タ
円
。

E
。
P
S∞戸℃・

8
・

(
げ
)
泊
、
ミ
之
助
、
N
h
ミ
な
話
、
。
戸
町
斗
出
江
戸
rH)-H
∞my
同
-F
同・国
ωロ
中
目
。
市

ロ・∞宮山一宮〉
R
F・ヨ
8
・F
Z
-
E
R
-
h
N
N
F
Z
0・5
・

(
時
)
同
コ
を
め
雷
雲
町
内
的
ミ
$
内
町
S
N遺
'
N
印
固
め
ロ
弓
〈
国
w
g
-
-
z
r
H
印ω
λ
?

の
-
H

・
こ
れ
は
大
野
真
弓
の
訳
を
一
部
変
更
し
て
私
訳
し
た
。
大
野
真

弓
「
イ
ギ
リ
ス
宗
教
改
革
と
絶
対
主
義
l

l
ヘ
ン
リ
l
八
世
の
国
王

至
上
法
」
「
横
浜
市
立
大
学
論
叢
人
文
科
学
』
一

O
巻
二
号
、
一
九

六
二
年
、
一
二
頁

(
印
)
上
訴
禁
止
法
吋
言
語
。
宣
言
。
¥
忌
ぬ
河
内
ミ
ミ
ピ
固
め
ロ
弓
百
円

〈己
-E・
5ωωλ
・
巳
・
は
「
そ
も
そ
も
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
古
い
権
威
あ

る
歴
史
書
や
年
代
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
宣
言
さ
れ
、
そ
し
て
一
不
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
は
イ
ン
パ
イ
ア
l

(
エ
ン
パ
イ
ア

l
)
で
あ
り

F
Z
H
U己
目
。
。
同
開
口
巴
。
ロ
品
目
ω
山口

同
目
立
号
、
そ
の
よ
う
に
世
界
の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
こ
の
イ
ン
パ
イ
ア
l
は
至
上
の
長
で
あ
る
国
王
に
よ
っ
て
統
治

さ
れ
、
そ
の
国
王
は
帝
冠
同
日
胃
ユ

o
-
r
n
g語
尾
の
尊
厳
と
王
の
威

容
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
私
訳
)
と
い
う
有
名
な
書
き
出
し
で

始
ま
る
。
(
本
稿
は
忌
内
初
雪
宣
言
。
¥
司
を
や
む
ぎ
ゅ
当
日
目
。
旨
ω
・固め{ロ

除

n
p
Z命
者
J

円。『
F
H
S
ω
を
用
い
た
。
)
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
こ
の
上
訴
禁
止
法
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
は
そ
の
序
文

の
「
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
が

-
B
1
2
a
E官
町
主
で
あ
る
」

と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
の
解
釈
を
巡
っ
て
論
争
が
な
さ
れ
、
そ

の
代
表
的
な
も
の
が
、
エ
ル
ト
ン
と
ハ
リ
ス
の
数
回
に
わ
た
る
論
戦

で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
は
ヘ
ン
リ
l
が
離
婚
訴
訟
を
進
め
て
い
く
過
程

の
中
で
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
ロ

l
マ
側
の
反
応
の
中
で
生
じ
て
来

た
法
で
あ
る
の
だ
が
、
「
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
殊
に
一
六
世
紀
中
最

も
重
要
な
法
令
で
あ
る
(
の
・
同
巴
ぎ
P
岡
高
官
ミ
一
ミ
ミ
ミ

S
?
g
§
p

円。ロ色。

P
5
8入
品
-
L
S
N込・

5H)
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
。

(
却
)
の
・
戸
田
山

-sp』

1E民
J

同】-
H
岱

N

・

エ
ル
ト
ン
は
ま
た
同
所
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
法

(
上
訴
禁
止
法
)
は
、
こ
う
し
て
以
下
の
こ
と
を
宣
言
し
た
。
即
ち

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
一
つ
の
独
立
し
た
国
旦
巳
ゆ
で
あ
り
、
そ
の
全
領

域
に
わ
た
り
主
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
国
は
、
聖
界
諸
事

項
で
の
最
高
首
長
で
あ
り
、
世
俗
の
王
で
あ
り
、
全
能
の
神
か
ら
付

与
さ
れ
た
全
権
、
こ
の
王
国
に
住
む
全
人
民
と
臣
民
に
対
し
て
正
義

を
与
え
、
正
義
を
も
た
ら
す
完
全
な
る
力
、
卓
越
性
、
権
威
、
大
権
、

そ
し
て
司
法
権
を
有
し
て
全
権
を
所
有
し
て
い
る
一
人
の
支
配
者
に
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よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
支
配
者
は
こ
の
帝
国
何
百
1
2
の

一
部
も
し
く
は
こ
の
機
構
の
一
部
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
一
方
で
は
聖
職
者
と
平
信
徒
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
政
治
体

ぎ
門
守
宮
】
庄
内
も
し
く
は
国
家

E
E
Cロ
で
あ
り
、
こ
の
法
が
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
そ
の
各
々
(
の
構
成
員
)
は
王
国
外
か
ら
の
干
渉
も

な
く
、
そ
の
王
国
の
聖
界
、
俗
界
に
於
い
て
こ
の
王
の
下
で
、
正
義

を
行
う
よ
う
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

(
幻
)
の
・
ロ

-n-日ロ少
。
h
v

・RFW
℃・日向山・

(
勾
)
司
・
耳
目
EmBω
告
{
目
。
・
「
同
時
ユ
ωω¥再
開
。
g
Eま
ロ
宮
司

E
2

田
町
宮
司
J
M
)号
町
内
同
誌
弘
司
、
2
3
F
口。・
N
印ゆ回申告ゆ同)・也・

(
お
)
]
・
』
・
∞

g江
島
ユ
。
r
L
h
s芝山
R
H】・
ω回。・

(
担
)
』
・
〉

-pcE-FM出
向
巴
凡
で
ミ
2
矢
内
h
N
S

ミ
言
。
ミ
.
k

由
還
を
お
己
℃
・

5E

三
年
の
「
上
訴
禁
止
法
」
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ

て
お
り
、
熊
田
淳
美
は
「
イ
ギ
リ
ス
初
期
絶
対
王
政
下
の
議
会
と
官

僚
」
「
西
洋
史
学
』
五
七
号
、
一
九
六
三
年
、
二
一
二
頁
で
「
上
告
禁

止
令
は
正
し
く
中
世
的
な
国
家
観
と
ロ

l
マ
教
会
の
支
配
の
脱
却
の

上
に
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
国
王
を
唯
一
の
支
配
の
頂
点
と
す
る
国

民
国
家
の
宣
言
を
音
ゆ
図
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い

る
。
越
智
武
臣
は
「
近
代
英
国
の
起
源
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九

六
六
年
、
三
三
頁
で
「
い
っ
た
い
ロ

l
マ
と
の
決
裂
は
、
正
確
に
は

い
つ
訪
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
越
え
て
つ
一
三
年
春
、
我
々
は
こ
こ
に

重
要
な
法
令
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
史
上
「
上
告
禁
止
法
」
と
言
わ

れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
」
と
述
べ
、
川
本
宏
夫
は
「
十
六
世
紀
イ

ギ
リ
ス
宗
教
改
革
に
お
け
る
上
訴
禁
止
法
に
つ
い
て
」
『
関
西
学
院

大
学
人
文
論
究
』
二
一
号
、
一
九
六
一
・
一
九
六
二
年
、
九
二
頁

で
、
「
こ
の
(
上
訴
禁
止
法
の
)
法
令
の
発
布
は
イ
ギ
リ
ス
宗
教
改

革
の
過
程
に
あ
っ
て
は
、
教
皇
権
の
徹
底
的
消
滅
へ
の
議
会
で
と
ら

れ
た
第
一
段
階
で
あ
っ
て
、
そ
の
序
文
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
宗
教
改
革

の
基
本
原
理
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
佐
藤
哲
典
は

「
本
法
(
上
訴
禁
止
法
)
序
文
は
、
中
世
以
来
用
い
ら
れ
て
き
た
極

め
て
伝
統
的
な
用
語
を
用
い
て
は
い
る
が
、
そ
の
用
語
の
意
味
内
容

を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
的
、
普
遍

的
エ
ン
パ
イ
ア
理
念
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
新
し

い
国
家
体
制
を
明
示
し
た
と
い
い
得
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
ヘ
ン

リ
l
八
世
治
下
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
成
立
過
程
と
そ

の
特
質
に
つ
い
て

(
2
)
」
「
立
教
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
一
六
号
、

一戸・

(
お
)
の
・
富
山
亘
口
問
-
F
(ソ
h
N
H
P

。
ミ
ミ
ミ
』

shsb・
ω
8・

(
お
)
大
野
真
弓
は
「
イ
ギ
リ
ス
宗
教
改
革
と
絶
対
主
義
|
|
ヘ
ン
リ

l
八
世
の
国
王
至
上
法
」
の
十
七
頁
で
ロ

l
マ
と
の
断
絶
の
志
向
性
、

も
し
く
は
兆
候
は
、
既
に
一
五
ゴ
三
年
の
「
初
年
度
収
入
税
禁
止
法
」

「
聖
職
者
の
服
従
」
の
中
に
読
み
取
れ
、
ヘ
ン
リ

l
八
世
が
ロ

l
マ

教
会
か
ら
の
自
立
へ
の
方
向
に
踏
み
切
っ
た
の
は
一
五
三
二
年
頃
と

し
て
い
る
。
栗
山
義
信
は
「
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
一
考
察
」
「
岐

阜
大
学
研
究
報
告
人
文
科
学
」
一
一
巻
一
号
、
一
九
六
二
年
、

六
O
頁
の
中
で
「
ロ

l
マ
と
の
断
絶
が
初
め
て
決
定
的
と
な
り
、
ヘ

ン
リ
l
八
世
が
「
信
仰
の
擁
護
者
」
の
称
号
を
教
皇
か
ら
与
え
ら
れ

た
あ
の
両
者
の
友
好
関
係
に
終
止
符
を
打
つ
に
至
っ
た
の
は
一
五
三
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一
九
八
五
年
、
一

O
O
頁
。
ま
た
近
藤
和
彦
は
「
こ
の
(
上
訴
禁
止

法
)
法
文
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
お
よ
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
は
、

神
聖
ロ

l
マ
帝
国
や
ロ

l
マ
教
皇
の
権
威
に
負
け
ず
劣
ら
ぬ
主
権
と

実
体
を
も
っ
政
治
杜
会
で
あ
る
と
宣
明
し
、
そ
れ
を
他
の
政
体
や
主

権
が
承
認
す
る
よ
う
に
求
め
た
(
も
の
で
あ
る
こ
と
述
べ
て
い
る
。

「
長
い
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
」
山
川
出
版
社
、
二

O
O
二
年
、

七
頁
。

(
訂
)

阿
国
mw己
中
間
。
P
H
・∞
g
m
w
丹ω
・〉
H・n
F
・。
.
N
N
∞
L
5・N
九
日
・
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

自
筆
で
一
四
頁
に
亘
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書

簡
は
五
月
一
二
日
に
皇
帝
の
元
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
裏
書
さ
れ
て

い
る
。

(
出
)

如
、
お
お
な
』
H

h
丘町句
a
L〈喝同】
m
R
Z
r
℃})・
5
A
出山'。
-
g
w

口。・
H
C吋
NW

同・ロ・同・

同町凶己中国。
HVZ
・∞
gmwHω

・〉円台
F
-
n
-
N
N
∞w
口。・
M
m
y

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
自

筆
で
一

O
頁
に
亘
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡

は
五
月
二
五
日
に
皇
帝
の
元
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
裏
書
さ
れ
て
い

る。

hhvhN
ミ
な
』
H

h
ミ
ベ
ミ
、
伺
ゆ
〈
。
「
{
〈
淘
古
岱
吋
丹
ロ
ケ
℃
℃
・
。

]
{
M
W
E
A

山N
h
F
・ロ。・

H

(

)

印5
・

同
・
戸
間
-
z
m
w
己
中
国
。
T
H
・∞
E
m
伊丹ω
・〉
R
F
-
n
・N
N
∞
L
5・
毘
・
こ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
は
自
筆
で
一

O
頁
に
亘
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
書
簡
は
四
月
七
日
に
皇
帝
の
一
克
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
裏
書
さ

れ
て
い
る
。

(
お
)

め』
V
R
N
S

な』

w
hミ
叫
句
話
、
。
戸
山
〈
w

℃
ω丘町糧問}℃・。
N
U
'
A
山N
∞・ロ。・
H
C
印、戸間・ロ・

同
・
出
向
出
回
中
国
。
T
H
・∞宮内再
ω
・〉
H
d
r
-
n
-
N
N
∞w
口。・
N
0
・
こ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
は
自
筆
で
六
頁
に
亘
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
口
こ
の

書
簡
は
五
月
二
五
日
に
皇
帝
の
元
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
裏
書
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
書
簡
だ
け
遅
れ
て
届
け
ら
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ

る。

(
認
)
自
由
開
ぱ

E
4
8
5色
は
通
常
枢
密
院
と
訳
す
が
、

八
世
の
時
代
に
は
時
期
尚
早
な
の
で
、
こ
こ
で
は
国
王
顧
問
会
議
と

訳
す
。
な
お
シ
ャ
ピ
ユ
イ
の
書
簡
に
よ
る
と
、
こ
の
国
王
顧
問
会
議

に
出
席
し
た
の
は
、
「
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ

l
伯
、
エ
セ
ッ
ク
ス
伯
任
。

gユ
え
同
凶
器
員
、
ロ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド
卿
、
大
蔵
卿
フ
イ
ツ
ツ
ウ
ィ
リ

ア
ム
吾
。
叶
5
2
c
R「

(
E
R呈
--ZE)
、
財
務
官
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル

8
5宮
g
-
-
2
n
g
B当
色
、
一
一
人
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
席
判
事
で

あ
る
サ
ン
プ
ソ
ン
博
士
と
フ
オ
ツ
ク
ス
博
士
等
」
で
あ
る
。
ノ

l
フ

ォ
ー
ク
公
と
サ
フ
ォ
ー
ク
公
は
ロ
ン
ド
ン
不
在
で
こ
の
会
議
に
欠
席

し
て
い
る
。

ukvS由民師、
N
h
立
町
内
弓
ゆ
〈
。
-
-
z
u
H
)
m
H
2
F
H
】・A

山小川
Y

ロ。・
H
C
日1NW

同
-
C
・同州・国
mw己
中
間
。
T
H
・∞宮町四件
ω
・〉同・
n
F
-
n
・N
N
∞w
口。・
N
也・

(お

)
M
e
s芝
H
U寺
誌
に
は
、
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
上
訴
禁
止
法
に
関
す

る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
書
簡
が
本
文
中
に
挙
げ
た

(
1
)
か
ら

(
5
)
ま
で
の
ほ
か
に
二
通
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

(
6
)

シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡

ヘ
ン
リ
l

(
m
m
)
hー
も
お
ミ
忌
h
丘
町
内
誌
、
。
戸

Z
L冨
江
戸
官
同
)
・
5
N
中。
ω
N
・一口
C
-
H
C
印my

同
-
C
・同・国
mw
己
中
国
。
T
H
・∞宮町民
ω
・〉
R

F
・わ
-
N
N
∞
h
。・
N
H
・
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

は
自
筆
で
七
頁
に
一
旦
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書

簡
は
四
月
二
九
日
に
皇
帝
の
元
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
裏
書
さ
れ
て

い
る
。

(
却
)

一
五
三
三
年
五

hh司
令

ミ

M
P
h
ミ
叫
ミ
師
、
。
戸
町
wH)mw
見出・同】同)・
5ω

中小品一
Y

口。・
H
0
5
y

同
-
E
・
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月
一
八
日

「
王
の
顧
問
官
た
ち
は
、
私
(
シ
ャ
ピ
ュ
イ
)
の
出
し
た
手
紙
へ
の

返
事
を
一
一
一
呂
以
内
に
す
る
と
一
寄
っ
て
い
ま
し
た
が
鵡
れ
て
い
ま
す
り

・
・
・
先
週
の
火
曜
日
食
事
の
あ
と
、
王
の
顧
問
官
た
ち
を
訪
ね

る
と
後
ら
は
数
え
切
れ
を
い
ほ
ど
多
く
の
理
由
を
あ
げ
て
、
私
を
説

き
伏
せ
よ
う
と
し
、
ま
し
た
。
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
)
先
の
法
の
た
め
、

ま
た
私
の
権
限
不
足
の
た
め
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
の
司
法
権
に
私

が
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
で
す
。
「
h
h
v
h
N

誌な
P
N
h
門司令誌、。--

山メ
MMmw吋
仲
間

w
M
V
℃・。吋や小
mwω
・P
0
・M
O
吋
ωゆ附ハ・
MM
・M
ハト悶
ω
c
m
w
a
問。小川
M
・m
g
m
w仲
ω
・

〉
『
門
戸
わ
-
N
N
∞'
D
C
-
一5
・
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
自
筆
で
六
頁
に
百
一
っ
て

フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
六
月
一
一
日
に
皇
帝

の
元
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
裏
書
さ
れ
て
い
る
。

(
7
)
シ
ャ
ピ
ュ
イ
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡
一
五
三
三
年
五

月
二
九
日

「
王
妃
の
処
遇
に
つ
い
て
ノ

l
フ
ォ
ー
ク
公
は
次
の
よ
う
に
首
い
ま

し
た
。
「
王
は
わ
が
王
国
の
法
に
よ
り
、
ア
ー
サ
l
王
子
(
玉
の
元
)

に
由
来
す
る
寡
婦
惑
を
王
犯
に
支
払
う
義
務
は
も
う
な
い
。
さ
ら
に

こ
の
先
の
議
会
で
通
さ
れ
た
法
の
た
め
、
王
は
王
妃
を
一
層
厳
し
く

扱
い
、
王
妃
が
今
持
っ
て
い
る
寡
婦
産
を
も
減
ら
し
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。
王
妃
が
そ
の
法
に
従
お
う
と
し
な
い
か
ら
」
と
。
」

泊
、
。
誌
な
社
ト
立
た
お
鳴
き
亡
〈
己
記

-zr句切・

sr吋
c
c
w
p
c
a
5吋
吋
晴
間
・
戸
内

zmH5EZ。
E-宮
g
z・〉円台古
-
n
h
N
∞
己
c
・
ωω

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
泣
自

筆
で
九
到
に
一
服
引
で
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は

六
月
一
ニ

O
B
に
皇
帝
の
元
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
裏
書
さ
れ
て
い

る

(
6
)
と

(
7
)

の
記
述
は
上
訴
禁
止
法
の
こ
と
に
わ
ず
か
し

か
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
重
毘
達

が
こ
の
法
を
基
準
に
し
て
こ
の
離
婚
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
斜
)
一
五
一
一
一
一
一
一
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
付
の
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
書
館
開
(
本
稿
五

一
頁
)
と
四
月
一

C
日
付
け
の
書
簡
(
本
稿
五
三
頁
)
の
中
で
上
訴

禁
止
法
の
趣
旨
と
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(お
)
M
w
h
料法的
M
N
h
丘町内
a
w
J
1
0
M
・町
L
v
ω

円
門
戸
℃
・

ω∞kHW
岡戸。・∞
ψ

ゆ場開
-
H
M
・同・

国
ω
ロ∞
2
2
0
H
Y
C
-
∞g
m
w
丹市デ〉
H
・n
F
P
N
U
Y
ロ。・
A
Y

(
切
符
)
め
も
お
ミ
師
、
H
h
丘町お
3
・〈
C
戸山〈
w

℃邑・
Z
F
℃・。
N
F
D
0
・H
C
印、吋・

〈
釘
)
川
町
、
ぬ
捻
な
M
M
h
丘
町
内
法
咽
〈
φ
M
・貯
L
V
ω

丸
山
「
℃
判
y
小山
0
2
小山
h
y
p
o
-
g
m山P

Hr・
日
早
岳
巴
可
mw
門
司
(
以
下
言
、
と
略
す
)

w

〉
【
呂
場
冨
∞
-
N
∞印∞♂同・
N
a
A
・こ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
一
一
一
一
員
に
亘
り
ス
ベ
イ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
史
料
は
~
判
官
ミ
お
む
号
訴
で
は
一
五
三
五
年
間
同
月
の
文
書
中
に

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
川
町
も
お
お
な
p

h
ぬ門司令戸〈。
-
L
F
E
2
F
匂・

5AY

き・

5
8・
の
脚
注
に
よ
る
と
こ
の
皇
帝
(
顧
問
)
会
議
は
、
グ
ラ

ン
ヴ
エ
ル
主
催
で
行
わ
れ
た
ら
し
い
。

(
認
)
ス
ペ
イ
ン
の
号
君
主

2
と
よ
ば
れ
る
轄
の
出
身
の
法
律
家
で
、

カ

l
ル
五
世
の
信
任
が
厚
か
っ
た
と
い
う
こ
と
し
か
知
ら
れ
て
い
な

い
。
ロ
ー
マ
で
の
キ
ャ
サ
リ
ン
の
訴
訟
で
帝
国
大
捷
を
補
佐
す
る
た

め
、
皇
帝
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
。

(
却
)
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
記
さ
れ
て
い

た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
M

宮
内
実
体
h
p
h
偽
叫
叫
尚
喜
に
は
収
録
さ
れ

こ
の
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て
い
な
い

o
t叫司令
3

b
司
令
官

ahc--ib-N日
N・
s・
8
∞
・
に
収
諒
さ

れ
て
い
る
。
現
夜
む
叫
町
内
議
降
、
&
内
お
い
収
銭
さ
れ
て
い
る
史
料
を

入
手
中
で
あ
る
。

(
却
)
め
も
お
お
礼
的
p

h
町内司令
3
・〈
c-・可唱℃
m
H

再

zu
目】・。
ω
P
D。・
-
C
印∞・

(
日
制
)
~
い
ぬ
河
内
誌
和
司
令

hxaw
〈
。
円
札
七
・
松
戸
川
M
0
・山小

P
F広
め
同
一
2

0

丘

C
自のタ何百。己
E
D
R
E℃
F
〈

o
-
-
E
P
5・
P
Z弁

こ
の
才
リ
ジ
ナ
ル
は
二
頁
で
、
「
か
つ
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
あ
り
、

今
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
文
脊
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
カ
タ
口
グ

(
n
E巴
。
同

5
)
か
ら
」
と
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
o

h
も
お
お
な
訟

な
容
器
に
は
こ
の
史
料
は
載
せ
ち
れ
て
い
な
い
口

(

位

)

州

〉

οロ
-
p
w
門阿川州部内山
ο
内山内
w

即日ぐ
m
w
w
h
o
M
M
M
M仲

φ

同
門
院
M
O
D
柑
少
詑
ω同M
m
U
丘

四凶角川向。『。同(リ器
E
-
F
一
五
一
一
一
一
一
一
年
四
月
か
ら
ロ

l
マ
駐
在
神
聖
ロ
ー

マ
帝
国
大
使
。

(
川
知
〉
む
刊
号
a
b
M
u
b
w
s
h
o日・乱

bNω
非同
5
・匂

c
b吋
容
認
}
石
唱
。

F

ぐ
c--FH5・
器
・
こ
の
史
料
に
は
「
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ
た
も
の
」

と
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

(μ

悩
)
町
内

Nr建
設
、
。
¥
詩
ぬ
常
、
ぬ
も
ミ
的
ぬ
雲
仙
h
h
お
き
お
町
、
宮
町
ph可決な足浴
-h
怠

込
司
、
之
江
持
、
内
的
む
き
崎
町
ミ
目
。
立
な
暗
号
。
¥
で
ミ
ミ

2
・ぐ。--日〈・

2
戸田両州同者品。ロ

HW54司
F
円。ロ品。
P
同∞吋

H
W
3
p・
5
討
・
の
中
で
も
上
訴
禁
止
法
の
こ

と
に
つ
い
て
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
大
使
門
ミ

z

n昌
也
己
-
。
辻
語
っ
て
い
る
が
、
わ
ず
か
し
か
記
載
し
て
い
な
い
口

na唱
え
貯
は
上
訴
禁
止
法
案
通
過
を
ヘ
ン
リ

l
の
離
婚
間
閣
と
の

関
連
で
の
み
見
て
い
る
。
「

n-n若
宮
ま
か
ら
総
督
に
宛
て
た
手
紙
」

の
中
で
、
「
聖
職
者
会
議
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
入
は
毎
日
最
大
限
の
努

カ
を
重
ね
、
精
力
を
傾
け
て
離
諮
問
題
を
討
論
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
玉
岡
内
で
教
皇
へ
の
上
訴
と
教
患
の
権
戚
を
取
り
上
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
も
し
教
皇
が
離
婚
に
同
意
し
な
い
の
な
ら
ば
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
入
試
教
皇
へ
の
従
順
を
引
っ
込
め
て
こ
の
問
題
を
(
昌
分

た
ち
で
)
解
決
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
己
と
門
信
湾
問
。
は
述

べ
て
い
る
。
き
注
-
w

〈C
戸山メ℃・

ω
同一
Y

ロ。・∞
A

山、吋・

(
必
)
オ
ワ
ジ
ナ
ル
史
料
に
辻
、
抗
議
の
た
め
特
別
大
使
を
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
派
遣
し
よ
う
と
い
う
皇
索
(
顧
問
)
会
議
の
提
案
に
対
し
て

云
久
が
皇
帝
の
自
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
と
長
雲
な
』
悼
む
司
令
高
の
静
注

に
は
書
か
れ
て
い
る
。
助
、
R
H時
抽
帆

M
M
N
h
ミ叫ミ〆〈。}・

F
円
}

M

凶江戸間}・

8
∞会

(
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
丈
化
硯
究
科
博
士
接
期
課
程
)
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